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に
發
生
せ
る

事
を
述
ベ
た
o
約
言
す
れ
ば
彼 

\

は
生
#
押
或
は
幸
福
追
求
#/
#

き

現

存

社

#

_

度

に

於 

j
:

て
は
貧
窮
慘
禍
が
一
部
の
民
衆
を
迫
害
す
る
も
、

一
旦 

—
之
を
救
濟
せ
ん
^
し
て
免
存
權
成
は
幸
福
追
求
權
を
許 

一

容
す
る
時
は
、
各
人
の
放
逸
な
る
本
能
充
足
を
促
進
し 

•©
に
.生
^

る
#
惡
は
社
會
0'
全
般
に
蔓
延
せ
ざ
る
を
得 

無
い
。
即
ち
そ
れ
は
現
存
少
數
者
.の
痛
苦
を
此
較
的
輕 

減
す
•る
代
り
に
多
數
の
.闽
窮
者
を
a

生
せ
し
む
る
結
果 

ど
な
シ
、
遂
に
は
全
]^
擧
<>
て
人
口
の
厘
迫
に
懊
惱
す

笫

五

狨

八

一
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拙
列

る
悲
境
に
沈
倫
す
可
き
を
以
て
"
'.
幸
福
の
數
量
を
第
一 

義
S
す
る
功
利
の
原
理
に
依W

時
は
現
存
制
度
を
以
て 

假
令
完
塗
な
ら
"さ
る
ま
で
も
' 
比
較
的
最
善
の
も
の
：

V

 

認
識
せ
ざ
る
を
得
^
:いW

,

云
ふ
の
で
ぁ
■る
:.
o'
乍
併
、
假 

に
-功
利
主
義
を
以
て
道
徳
の
指
標
/
/

」

す
る
も
、
斯
の
如 

き
は
贫
绱
者
が
社
龠
成
員
の
僅
小
«
る
部
分
を4

む
る 

時
代
：

i

於
て
の
み
承
認
せ
ら
る
可
き
議
論
で
布
つ
て
、 

現
今
1:
於
て
は
到
底
成
立
す
る
を
得
な
ぃ
°
蓋
し
往
時 

軍
に
國
民
の
從
風
槪
念
に
過
き
ざ
無
產
者
階
級
な 

る
も
の
が
、
.今
や
國
民
の
.絕
：對
多
數
を
钽
容
す
る
程
に 

激
«
せ
る
は
各
國
經
濟
學
者
の
_統
計
の
明
示
す
る
所
で 

ぁ
る
。
來
し
て
然
ら
ば
最
大
多
數
者
が
不
斷
の
困
窮
に 

苦
惱
し
：、

1

方
最
少
數
者
が
極
度
の
快
樂
に
耽
溺
し
然 

も
か
\
る
懸
_
を
日
ビ
共
ヒ
益
々
擴
大
せ
し
む
る
が
如 

き
制
度
紺
織 

'ね
到
底
最
大
多
數
の
最
大
幸
福
な
る
：理
想
.
 

に
適
合
す
る
も
のV

云
ふ
を
#

*
I/
'

o
寧
ろ
過
剩
な
る 

丨
少
數
^
の
赏
を
以
て
多
數
者
の
過
大
宄
る
贫
苦
を
鞞
滅
'

第
五
锪 

八
ニ

す
る
事
が
功
利
の
原
理
に
妥
ふ
所
以
で
は
無
い
乎
。
 

'
畢
竟
マ
ル
サ
ス
が
貧
窮
の
原
因
を
貧
者
自
體
に
歸 

し
、
隨
つ
て
又
道
徳
的
抑
制
を
貧
者
の
み
の
戒
律
に
歸 

す
る
も
止
む
を
得
す
€

思
惟
せ
る
は
、
彼
れ
が
資
本
主 

.義
經
濟
組
織
ょ
り
發
生
す
る
弊
.
®
を
正
確
に
洞
見
す
る 

を
得
ざ
り
ー
爲
で
あ
る
。
ぞ
は
彼
れ
ヾ」

反
對
の
立
場
に 

立
ち
て
、
然
も
ゴ
ド
ヰ
ン
の
如
く
空
想
に
逸
炬
せ
ざ
る

ぐ
科
學
的
社
會

義

の

鼻

祖

K
a
i
a
r

ニ

所

嘯

を

省

察
す
れ
ば
自
ら
»]
明
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
パ
：

十

.V

M
a

s

に
從
へ
ば
マ
ル
サ
ス
の「

人
口
論
L
は
其
最
初 

の
態
様
に
於
て
は
*

©
の
所
論
を
皮
相
的
に
蹈
製
せ
る 

以
外
、
彼
れ
自
ら
の
.創
見
に
成
る
章
句
はI

V

し
て
包 

含
し
て
は
ゐ
な
い
o
r此
パv

フ
レ
ッ
ト
の
霞
せ
る
傲 

::
大
な
る
感
激
は
®
ら
黨
派
的
利
害
ょ
り
生
じ
^
の
で
め 

る
。
佛
蘭
西
大
革
命
は
夙
に
英
國
に
於
て
情
熱
的
擁
譏 

者
を
見
出
し
て
ゐ
t£
。
然
る
に
十
八
世
紀
中
に
徐
々
に

作
り
上
げ
ら
れ
れ
る
此「

人a

論

」

は
V 

.斯
く
一「

大
社
會 

的
危
機
の
最
中
に
於
て
、
聲
を
大
に
し
て

n

ン
ド
ル
セ 

ィ
等
の
所
說
に
對
す
る
的
確
な
る
»

^
劑
き
し
て
：宣
苕 

せ
ら
れ
ね
の
で
ぁ
る
j

そ
れ
は
人
類
進
步
に
對
す
る1: 

切
の
願
祟
の
偉
大
な
る
破
壊
#

ビ
し
て
?
英
國
の
寡
职 

政
治
の
歡
呼
を
以
：て
迎
ふ
る
所
ヾ」

な
つ
た
。
此
成
功
に 

痛
，く
驚
け
る
マ
ル
サ
ス
は：

次
い
■で
淺
薄
に
_
蓄
精
せ
る 

材
料
を
其
著
に
詰
込
み
"
11
に
新
；奇
な
る
、
然
し
自
ら
發 

見
し
た
の
で
無
ぐ
if
蒐
興
し
た
に
過
ぎ
な
い
；材
料
を
追 

.
*す
る
事
に
從
^

し
^

の
で
ぁ
る
し
。(

1
\
1
3
^
0
叫̂

^
 

u
n
t
e
r
m
a
n
n

a)' Trans, 

v
o
l
.

rpp. 

675-676. note.) 

o
 

斯

ぐM
a
r
x
,

が「

人
0

論」

を
非
；議
す
る
所
以
は
畢
竟 

先
天
的
;̂

疇
^

し
て
の
人
口
の
.原
理
：を
杏
定
し
、
そ
は
" 

.
■
或(

る
時
代
或
る
民
族
に
：限
定
せ
も
れ
，た
る
歷
史
的法

：： 

則
に
過
き
ず
ヒ
思
帷
す
る
故
で
ぁ
る
o
隨
.つ
て
人
a
過
.
 

增
，の
傾
向
よ
彳
生
起
す
る
曼
惧
も
ハ
彼
に
®

へ
ば
唯
現

::
:

つ
て
V

一
 

旦
社
會
«

^

に
#

1
あ
る
時
は
此
现
象
ぁ
胄 

然
滅
失
す
^
き
も
の
で
あ
る
彼
は
其
理
を
典
著
資
本 

論
第
'1

卷
第
ii
<
l
l
章「

資
本
制
蓄
稂
の1\般

法
則」

9

中 

.

に
三
段
に
分
つ
て
評
論
し
て
ゐ
る
。

|

彼
は
資
本
を
偵
値
'增
殖
行
程
上
ょ
り1

j.

種
に
®
分
す
。
 

る
。
笫
1
は
可
變
資
本
で
勞
銀
ど
し
て
支
拂
に
供
す
る 

資
本
部
分
で
あ
る
。.
興
可
變
€
稱
す
る
所
以
は
、
資
本 

の
此
の
部
分
は
所
謂
努
働
の
摊
取
を
溃
じ
泡
分
自
身
の 

.

.
等

價
皮
並
に
を
れ
以
上
の
超
過
價
値
即
ち
餘
剩
價
値
ヒ 

^
を
砰
生
產
す
る
も
の
ャ
あ
つ
て
、
M
に
此
餘
剩
愤
値
自 

:

身
も
亦
變
化
し
得
る
性
質
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
策 

| 

ニ
は
不
變
資
•本
で
勞
銀
以
外一

切
の
物
件
、
例
べ
ば
機 

械
、
：建
物
，
原
料
"
助
成
料
等
に
轉
化
せ
ら
る
'
資
本 

.■部
分
で
あ
る
。
其
不
變
ど
稱
す
る
所
以
は
勞
鈒
匕
異
り 

:

生
產
行
程
に
於
て
何
豁
其
價
値
の
大
い
さ
を
變
.M
し
な 

^
か
ら
で
あ
る(

M

p

s

o

v 

c

r

Vol. 

I. 

PP. 

2
?

存
賢
本
生
蕺
，的
經
濟
龃
織
に
の
み
特
有
な
る
現
象
で
有

2
3

3
)

0

.

.

.

.
,

:
第

十

七

卷C

七
玉
五)

：雜
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錄

「

人
口
論」

批
判



第
十
七
怨

(

七
五
.六〕

_

雜
.
.
.
.
.
.
.

錄

「
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口
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^1

チ

热
て
第r

段
に
於
て
は
右
の
資
本
組
成
に
變
化
無
& 

時
T
換
言
す
れ
ば
一
定
®

の
生
：產
機
關
即
ち
不
變
資
本
.
 

を
運
轉
す
る
に
常
に
同
|
查
の
勞
働
力
を
必
要
€
す
ビ 

假
定
し
、
此
場
合
に
於
る
資
本
の
地
殖
が
勞
働
者
階
級 

に
及
ば
す
影
響
を
硏
究
す
る
。
明
に
斯
か
，る
事
情
の
下
：
 

に
於
て
ば
資
本
の
增
殖
比
例
に
勞
働
の
需
要
並
に 

勞
_
者
の
生
存
鉴
金
を
增
進
す
可
き
が
故
に
、
.勢
働
階 

級
は
最
：も
苟
利
な
ふ
狀
態
：に
遛
か
れ
る
ノ
即
ち
彼
等
は 

彼

等

，：
：
：
身

の

勞

働

に

依

つ

て
.

產

出

せ
る

產

物

中

、
：
.從

來

V 

ょ
.い

も
 

一
it
大
な
る
分
け
前
前
を
勞
銀
の
形
に
於
て
取
戾 

す
。
藤.

つ
•て
典
境
遇
は
向
然
改
善
せ
ら
れ
る0 
'然
も
に 

此
勞
龈
昴
騰
は.r

而
に
於
て
勞
働
者
が
資
本
家
に
■給
付 

す
る
所
の
不
拂
勞
働
の
分
量
減
少
、
換
言
す
れ
ば
其
生 

藤

す

も

，餘

剩

價

値

の
中
資
本
家
に
搾
取
せ
ら
る 

> 分
量
：
 

の
減
少
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
分
量
減 

少
は
決
し
て
資
本
I主
義
生
it
々
法
の
特
性
を
危
險
な
ら 

'し
む
る
限
度
に
ま
で
達
し
得
.る
も
の
で
は
無
い
。
畢
竟

笫

托

鵪

八

四
 

資
本
菩
積
に
跋
く
勞
働
價
格
の
©
騰
は
、
左
の
ニ
個
の 

S
合
の
何
れ
か
に
關
聯
す
る

：

「
(

一y

勞
働
偾
格
の
昂
騰
が
資
本
藉
積
の
進
打
を
妨 

♦け
ざ
る
爲
に
、
其
昂
騰
を
繼
緻
す
る
場
合
;0
: 
:
•:
:

| 

(

ニ)

、
.勞
働
惯
格
の
昂
騰
が
利
潤
の
_

«
を

鈍

b 

し
、
其
爲
に
資
本
蓄
穡
が
緩
漫V

,

な
り
或
は
減
退
す
る

で 

■ 

—
.
.
. 

.

グ
場
合
？

：
'

■;
今
笫
ー
の
場
合
に
關
し
て
は
多
言
0
要
は
無
い
。

0
 

\

 

\ I

の
場
合
に
於
て
資
本
办
§

は
縮
少
し
、
典
縮
少
ミ 

':
共
に
縮
少
の
股
因
、
.即
ち
資
本
皮
搾
取
す
可
き
勞
_
ヵ 

\

ど
の
間
に
存
す
る
不
對
«'
は
?0
滅
す
る
，
勞
働
俱
格
ば 

~ 

Wび
資
本
の
®
値
增
殖
欲
に
適
應
す
る

水
準
に
ま
で 

一
l

ll
t
新
水
準
が
勞
龈
昂
騰
_
始
以
前
の
舊
水
準
に
，比 

、
し
て
高
低
何
れ
な
る
か
を
問
は
ず
I

低
落
す
る
。

>%

一
時
的
に
©]
造
せ
.
る
障
礙
をd

.
-
T

徹
去
す
る
め
で
あ

■
愛
に
聆
て
か
吾
人
は
知
る
ノ
右
の
笕
ー
の場

合

に

於

»
の
行
は
る

、
は
勞
齡
者
R
v
r
b最
も

有
刺
な
る
\
 

て
势
働
力
又
は
勞
働
者
入
：ロ
の
絕
對
的
或
は
相
對
的
增
資
本
主
義
的
生
產
行
程
の
：

f

徵

ご

し

て

、
永

く

斯

か

，
る

狀
 

加
率
の
減
少
が
資
本
を
過
剩
な
ら
し
め
た
の
で
無
く
、

態
に
停
頓
す
る
を
許
さ
な
い
。
必
ず
資
本
中
の
可
變
部 

反
對
に
資
本
の
過
剩
が
拖
取
す
可
き
勞
働
力
の
不
足
を
分
が
不
變
部
分
に
對
し
て
減
少
す
る
に
至
る
も
の
で
あ 

生
せ
し
.め
た
の
で
あ
る
。
又
第
ニ
：の
«
合
；2
於
て
勞
働
：1」

る
。
.パ

•

力
又
は
勞
働
者
人
口
の
絕
對
的
或
は
相
對
的
增
加
率
のI
.

;

蓋
し
資
本
家
於
可
及
的
多
大
の
.利
潤
を
收
受
.す
る
爲
：
 

增
-K

が
資
本
に
不
足
を
吿
げ
じ
め
た
の
あ
無
く
、
反
對 

一
:に
は
其
使
用
す
る
勞
働
者
の
勞
働
ょ
b

可
及
的
多
量
の 

に
資
本
の
相
對
的
減
少
が
搾
取
す
可
き
勞
働
カ
或
は
寧I

餘
剩
愤
値
を
搾
取
し
な
け
れ
ば
な
らa

。

此
目
的
に
適 

<

取
偾
格
を
過
大
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
ー
應
す
る
に
は
唯
ニ
.個
の
手
段
が
，有
る
。
第
一
は
勞
働
步 

現
象
を
說
nj
l

し

て一

の
場
合
：に
は
勞
働
者
數
の
過
少
に
.I

間
を
可
及
的
延
長
す
る
事
で
あ
：る
。
此
，手
段
に
依
る
時 

—

1

>

:他
の
場
.合
に
は
努
P

者
數
の
.
過
多
に
歸
せ
"る
:

|

は

M
a
r
x

の
所
謂
絕
對
的
餘
剩
價
値
を
堦
大
す
る
事 

は
是
れ
冠
瓶
を
姐
倒
せ
る
經
濟
學
者
の
錯
盤
で
あ
，る
.
；IV:

が
出
來
る
。
乍
併
.そ
.れ
は
勢
働
法
案
の
霉
步
、
#

働
者 

(
M
a
r
x
:

 

O
p
.

 

a
t
.

 

P
P
.

 

6
7
T
6
S
O
)

，■
ン

：

:
':
:'
::
:

ー
の
|1
結
等
の
社
會
的
事
情
に
依
つ
て
女
明
の
發
達
ヒ
*

第11

段

に

於

て

f

は
資
本
の
蒂
精
並
に
是
に
：
：
に
漸
次
其
作
用
を
制
限
せ
ら
れ
る
。
愛
に
於
て
第
一
1
0
 

例
U
集
中
の
進
行
中
に
於
て
，
可
變
資
本
部
分
が
相
#

手
段
た
る
勞
働
生
產
カ
の
增
進
、
即

ち

一
定
時
間
內
に 

的
に
減
少
す
る
場
合
を
考
究
しV」

ゐ
る
。
前
段
の
如
く
從
前
ょ
り
は

多
量
の
價
値
を
產
出
甘
し
む
る
®
を
考
案 

資
本
の
：.技
術
的
飢
成
に
怖
等
-

S

變
化
無
く
し
て
資

本

菩

す
る
。
：此
手
段
に
依
る
時
はM

a
r
x

の
所
謂
^

^

^

:

笫

屮

七

卷(

七
五
七〕

_

:

M

:

T
人

批
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： 

第
五
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拙
列

餘
剩
價
値
を
增
大
す
る
事
が
出
來
る
。
然
る
に
勞
働
生 

產
カ
を
增
進
ず
る
に
は
赘
本
中
の
；一：：

層
大
な
る
部
分
を
.
 

生
產
機
關
に
投
t
る
の
必
要
あ
6
 V
，
又

斯

く

し

て

勞

働 

生
齋
カ
增
進
す
れ
ば
.原
料
の
消
費
隨
0
て
增
加
す
る
等 

の
事
情
に
侬
り
結
局
ハ
.
<
;

)
^
變
資
本
部
分
の
f0
對
的
增 

加

は

勞

働

生

產

カ

增

進

：の

必

，然

W
條
件
で
あ
り
、
S

) 

求
變
資
本
部
分
の
相
對
的
增
加
は
勞
働
生
產
力
增
進
の 

必
然
的
結
果
も
な
る
の
で
あ
る
o
約
言
.す
れ
fi
：
資
本
蔷
，
 

積
の
增
迆
せ
.る
に
隨
ひ
右
の
如
き
性
質
の
資
本
主
義
的 

生
産
方
法
は
發
達
し
>
逆
P
此
生
產
方
法9

發
達
す
る
.
 

に
隨
：ひ
資
本
の
蒂
攒
は
僧
進
す
る
。
此
雨
個
の
經
濟
的 

恶
素
は
其
相
互
に
興
ふ
る
刺
戟
の
：複
比
を
以
て
資
本
の 

拔
術
的
組
成
に
變
化
を
生
せ
し
め
：，
此
變
化
に
依
つ
て 

資
本
の
可
變
部
分
は
其
不
變
部
分
に
比
U
不
斷
に
益
 々

縮
少
す
る
。‘
此
變
化
は
祺
に
追
加
資
本
に
於
て
の
み
?? 

は
る
：

>

 
に
あ
ら
す
し
て
、
®
資
本
も
亦
時
到
れ
ば
其
舊 

應
钇
‘见
新
し
追
洲
資
本
问
樣
に
彳
從
猶
よ
9
少
磁
：9
勞

.
 

第
权
號 

八
六

_
を
以
て
從
前
ょ
り
多
量
の
機
械
及
び
原
料
を
運
轉
し 

得
る
完
成
せ
ら
れ
た
る
挟
術
：的
形
態
に
生
れ
代
る
の
で 

あ
る
P

Wぐ

で
其
勞
_
赉
に
及
ぼ
す
影
_
如
W

C
云
ふ 

に
、
I可
變
資
本
即
ち
勞
銀A

J

し
て
支
挪
に
供
せ
ら
る
、 

資
本
部
分
が
相
對
的
に
.減
少
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
潜 

積
の
進
行
中
に
形
成
せ
ら
れ
/2
る
：追
加
資
本
は
典
大
い 

3
に
比
し
益
々
僅
少
の
勞
働
者
を
吸
引
し
、
同
時
に
他 

方
に
於
て
新
纪
に
變
化
し
た
る
組
成
を
以
て
周
期
的
に 

W
生
康
せ
ら
る
、
舊
資
本
：

t
r

從

前

邦

使)|
]

し

た

る

所
 

の
勞
磡
者
を
益
々
多
く
.福
逐
す
る
結
果
ど
な
る
.の
で
* 

る(
p
p
.

 

6
8
1
-
6
8
9
)
0

,

II
I

に
第
三
'段
^
入
つ
て
:.M

a
r
x

は
前t

の
研
究
を 

繼
承
し
て
有
名
な
る
能
業
豫
備
取
の
說
を
樹
て
、
資
本 

主
義
的
經
濟
組
«
に
特
有
は
る
：钼
對
的
過
剩
人
口
の
眞 

:

相
を
滴
發
す
る
。
即
ち
既
述
の
如
く
總
資
本
の
加
速
度 

的
增
大
に
伴
a
、
且
つ
そ
れ
以
上
の
急

激
/X

る
办
速
度 

を
以
て
伲
迤
せ
も
る
.ゝ

«J
變
.耷
本
部
分
の
斯
か
る
招
對

的
減
少
は
、
却
つ
て
反
對
に
，表
面
上
恰
も
勞
働
者
人
ロ
：
 

の
絕
對
的
增
加
、
換
言
す
れ
ば
勞
働
者
人
ロ
が
其
雁
傭 

.
H
r
'
gc
た
る
可
變
資
本
；ょ
り
も
常■に

；.；：I.

It
款
激
に
增
加
：せ
. 

る
か
の
如
く
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
然
し
實
際
は
資
本 

主
義
的
备
»
を
の
も
'0
が
絕
え
ず
自
己
の
能
力
及
び
範 

園
に
.正

比

例

し

て

勞

働

者

入

口

，の
：相

對

的

過

剩

ど

造

り 

出
す
の
で
あ

る

。
換
言
す
れ
ば
資
本
の
平
均
的
膨
脹
欲 

に
適
應
す
る
以
上
の
過
大
な
る
人
ロ
：、
.即
ち
人
ロ
適
剩 

を
作
6
出
す
の
で
あ
る
。
：
 

.

.

.

M

に
如
說
の
勞
働
者
人
ロ
の
相
對
的
過
_

は
啻
に
:̂ 

本
蓄
積
の
必
然
的
結
*

で
あ
る
許
6

で
無
く
、
同
時
に 

，其
必
須
條
件
で
あ
る
。
そ
れ
は
恰
も
資
本
が
自
己
の
愛 

用
を
以
て
養
成
せ
る
か
の
^

<
に
全
く
絕
對
に
資
本
に 

歸
風
す
る
所
の
、
自
*

に
.處
置
し
得
る
產
業
豫
備
軍
を 

構
成
ず
る
の
で
あ
る
!0
そ
れ
は
現
實
の
人
口 
■
加
S

は 

:

無
關
係
に
、
資
本
の
膨
脹
欲
の
*
動
^
*
じ
て
何
時
に 

て
も
摊
耽
に
委
す
可
<
»
備
ぜ
ら
れ
た
る
一
群
の
人
間 

.B
十

七

猞

(

七
五
九)

雜

:

錄

.「

人
«

論」

批
判

材
料v

e

分
出
す
の
で
め
.
.る
。
.資
不
主
遜
的
生
虛
^
決 

し
て
人
口
の
自
然
的
增
刘
が
供
給
す
る
所
の
，
@
*
に 

處
置
し
得
可
き
勞
働
ヵ
分
量
を
以
て
滿
足
し
得
る
も
の
.
 

で
は
無
い
。
そ
は
，：

s

己
の
包
由
活
動
の
爲
に
、
圯
自
然 

的
限
度
ご
は
無
關
係
な
る
鹿
業
像
備
軍
^
要
求
す
る
の 

で
ぁ
る
。
斯
く
て
全
體
ど
し
て
通
觀
す
る
時
は
、
勞
銀 

«
落

，

一

般

的

運

動

は

此

產

業

豫

備

軍

の

伸

張

收
縮
.に 

依
つ
て
®

ら
交
配
せ
ら
れ
>
此
帅
縮
は
乂
M
に
產
橥
循 

環
の
周
期
的
變
化
に
應
當
す
る
の
で
ぁ
る
。
«

つ
て
势 

鈒
の
騰
落
は
勞
働
若
人
口
の
絕
對
數
の
變
動
に
依
つ
て 

決
定
せ
ら
れ
る
の
で

無
く
、
勞
働
階
級
が
現
役

軍
S

豫 

.備
軍
に
分
割
甘
ら
る
\
比
例
の
變
動
、
換
言
す
れ
ば
過 

剩
人
ロ
の
相
對
的
範
圍
の
增
滅
、：

M

に
換
言
す
れ
ば
過 

.靡
人
に
力
a?
業
に
或
は
.吸
弓
.せ
ら
れ
或
Iは
吐
出
せ
ら
る
.
.
.

程
度
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
有
る
。
從
來
の 

，經

濟

學

者

の

獨

斷

說

に

從

へ

ば

、
勞
銀
の

•生
活
必
要
#
, 

以
上
の
騰
落
は
勞
働
者
の
結
婚
を
促
進
し
、
_

つ
て
生

鍩

丑

號

八
七



第
す
七
：卷

(

七
六
〇〕

雜

錄

.
「

人
ロ
論
軛
利
.
 

ず
ろ
勞
働
人
ロ
の
«
對
的
堺
加
が
：*
促
勞
銀
を
從
前
の 

水
準
に
低
下
せ
し
むV」

一
芯
ふ
に
あ
れ
ざ
も
、
そ
は
大
い 

な
る
顧
覺
で
あ
る
勞
鈒
昂
騰
の
結
果
實
際
に
勞
働
能 

力
あ
る
人
r:
i
の
激
S
的
坍
加
：が
實
现
し
得
る
以
前
に
產
リ 

業
'上
のg

が
■
は
れ
、
_

勝

敗

.0
決
せ
ら
る
、
時
期
は： 

t

e
.K
幾
a
も
幾
度
本
經
過
*
て̂

ゐ
: 6

で
あ
ら
ぅ
。
而
し 

て
こ
は
資
本
主
義
_
龠
に
の
み
特
有
な
る
人
口
侏
則
で 

あ
っ
て
人
智
の
敬
達
^
伴
ひ
生
產
方
法
が
進
步
す
る
に 

隨
ぅ
て
、
過
来
に
於
て
變
M
せ
る
ヒ
IW
J
樣
に
將
來
に
於 

て
も
亦
戀
遯
す
可
き
：.一,
:の
糜
史
的
法
則
で
あ
る
。

マ
：.
ル

ザ

ス

以

後

の

疋

統

«

_

濟

學

者

の

提

唱

す
る
S

 

き
杣
象
的
絕
對
的
人
ロ
法
則
は
"
獨
り
人
類
が
有
史
以 

來
于
涉
せ
ざ
る
ff
i
の
動
植
物
に
取
b

て
の
み
存
在
す
る• 

所
で
あ
つ
て
、
A
類
社
#
に
は
實
*
せ
す
ど
云
ふ
の
が 

「

资
本
#」

.に
现
は
れ
た
る
人
口
論
議
の
大
要
で
あ
る 

(FP,: 6

ぶ
-
7
8
.命
此
項
、
小
泉
信
三
敎
授「

社
#
組
織 

の
經
濟
砷
論
的
枇
判
I
ニ
六
I

三
.こ
頁
參
照)

。

八
八

思

ふ

に

如

上

のM
a

R

の
論
說
U
、
資
本
生
義
社 

龠
に
.於
る
勞
働
者
階
級
が
如
何
に
不
斷
に
生
活
の
不
安 

，に
依
つ
て
脅
威
せ
ら
る
、
か
を
遺
減
無
、
摘
發
せ
る
も 

の
で
ぁ
る
。
勞
働
者
階
級
が
其
m
然
的
人
ロ
過
增
の
傾 

rr
i
jょ
り
來
る
生
活
上
の
®
迫
を
感
受
す
る
以
前
に
、

0
 

に
5

ー
ー
資
本
蓄
積
が
：廣

傭

勞

働

者

4
称
吐
す
る
爲
に一

喜
一
.憂

し

つ

、
ヽ
：
w

i
擁
し
て
#
«
に
轉
落
し
行
く

'
:

■

:
.

.

 

■

:
.

.'
;
可
き
過
程
を
極
め
て
I合
理
的
に
究
明
し
て
ゐ
る
。
假
令 

バ
私
布
财
產
制
度
是
認
の
上
に
築
か
れ
た
る
社
命
組
織
が 

:

所
，饊
道
德
的
抑
制
の
獎
_
普
及
に
若
干
し
間
接
的
援
助 

を
寄
與
す
る
ビ
す
る
も
、
他
方
に
於
て
斯
の
如
S
弊
# 

‘

醸
成
す
る
以
上
は
、

マ
ル
サ
ス
が
之
を
以
-T
最
審
恆 

:
久
の
も
の
ど
し
て
支
持
す
る
論
據
は
著
し
く
薄
弱
ぐ
爲 

ら
ざ
る
を
得
な
い」

：
：

g

に

M
a
r
x

の
資
本
^

M
の
法 

則
ば
、
疑
も
無
く t

•
ルK

ス「

人
U
論」

に
加
へ
ら
れ
れ 

る
最
も
’椒
.威
有
る
批
判
の1

た
る
を
失
は
ぬ
U 

:

乍
併
、
|[
1
に
檢
討
を
進
む
る
に
如
上
の
掛
判
は
能
く

マ
ル
t

ス
の
學
說
を
根
«:
ょ
6
完
全
に
潰
滅
せ
る
も
の 

ふ
を
得
る
で
あ
ら
' 
乎
。
を
は
固
ょ
b
痛
烈
な
る 

打
撃
に
相
違
無
•き
も
粜
し
て
，致
：命

的..

g

擀
P
を
與
へ
し 

も
.の
.
^
0濟
容
す
る
を
得
る
で
あ
ら
.ぅ
7

s
\
rIi
-
Lsr
l:
'
 

於
て
は
不
允
分
で
あ

る

。
如
何
ぞ
な
れ
ばM

a
r
x

ば
資 

本
主
義
的
經
濟
組
織
に
特
有
な
，6
拊
對
©
入
ロ
溆
剩
の「 

眞
相
を
明
瞭
に
被
溉
し
て
は
ゐ
る
が
、
然
ら
ば
社
會
主
：
 

義
的
經
濟
組
織
に
於
て
は
何
に

故

-A
ロ
€
食
糧
の
不
均 

衡
を
生
す
る
危
恨
を
は
K

胎
せ
ざ
る
か
€
の
問
©

に
關 

し

て
は
"
徹
底
的
の
論
究
を
缺
い
て
：ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

彼
ば
同
じ
く
其
著「

資
本
論」

に

於

て「

利
潤
率
遞
滅
の 

法
則」

を
始
め
、資
本
主
氣
的
生
產
方
法
の
發
達
が
自
純 

_

的
に
資
本
の
完
全
向
^
な
：る
運
用
を
阻
止
す
る
所
の
矛
;: 

盾
^
る
事
を
桁
摘
し
て
，ゐ
る
。
獨
り
彼
れ
の
み
な
ら 

す

，

土

地

、

資

本

，の

公

帑

の

實

施

せ

ー

る

、
時

は

其

の 

然
も
，ざ
る
時
に
比
し
て
：遙
に
資
本
の
利
用
を
增
夂
す
可 

き
事
は
.、
、
今

日

多

數.の
學
者
の
認
容
す
る
所
で
あ
る
。

第

十

七

狯C.

七
六1

)

雜

_

「

人
口
㈱」

批
列

然
し
そ
れ
に
$

<
往
葙
資
料
の
往
產
•
!の
增
加
が
人
U 

:

增
加
ょ
り
も
尙
急
速
に
行
は
る
可
き
事
を
論
說
す
る 

か
".

然
ら
ざ
れ
ば
人
口
增
加
が
所
謂
道
徳
的
抑
制9

戒 

律
を
'遵
守
す
る
以
外
.
.の
、
.' 

.
'

而
L
て
又
マ
ル
^

ス
，の
^
示 

':
せ
る
罪
惡
慘
禍
に
墮
せ
，ざ
る
、
他
の
事
情
に
依
-
制̂
，限
.

せ
ら
る
可
き
事
を
論
證
す
る
に
あ
ら
ざ
る
限
5
へ
マ
ル 

:
サ
.
ス
0;
人
ロ
浪
則
は
完
全
に
破
壤
せ
ら
れ
た
h
皮
は
云 

ひ
得
な
.い道理である。然
る
に
は
此
用
意 

を
怠
つ
て
ゐ
る
。
尠
く
共
論
及
が
不
充
分
で
あ
る
。
旣 

述
の
彼
れ
の
論
說
は
マ
ル
サ
ス
が
私
有
財
谛
制
度
を
、
 

隨
つ
て
ホ
»
本
主
*
的
經
濟
ff
l

M
を
®
久
最
善
の
も
の 

ビ
固
執
す
る

事
に
對
し
て
は
有
力
な
る#

雛
を
提
示
す 

る
が
、
人
口
は
何
等
の
制
限
無
き
時
は
之
を
支
持
す
可 

き
生
存
資
料
を
凌
駕
し
て
增
加
す
必
辦
の
潜
在
的
傾
向

が
^

る̂

云
ふ

'

マ
ル
サ
ス
の
人
ロ
の
原
脚

:|

1:
ハ
物
に
對
し 

て
は
、
之
を
完
瑙
無
き
ま
で
に
搏
擊
せ
る
も
の
す
云
ふ 

を
得
な
い
。
若
し
土
地
及
び
資
本
の
公
布
の
實
現
せ
ら 

. 

第
at
號 
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雜
十
七
猪

(

七
六
5

雜

.
錄

「

人
口
論」

拙
列 

る
；
、
臉

に

於

て

.も

尙

生

存

資

料

の

生

產

は

人

口

增

加

の 

速
度
に
追
隨
す
る
能
は
す
ビ
■せ
ば
、
そ
は
偶
々
資
本
主 

義
社
會
に
於
で
其
特
有
の
.歷
史
的
人
：ロ
法
則
0
爲
に
背 

後
に
隱
蔽
せ
ら
れ
て
ゐ
ね
自
然
的
人
口
法
則
•か
、
果
然 

社
會
'主
義
«:
贫
に
於
て
表
而
に
|顯
現
し
來
る
結
架
を
招 

致
す
る
道
理
で
あ
る
0
 

>

斯
の
如
く
に
論
じ
來
れ
ば
、

マ
ル
ナ
ス「

人
口
論」

の 

根
本
见
想
を
徹
底
的
：に
抒
破
ず
可
き
論
據
は
羅
弦
一
一
途 

を
出
で
な
い
。

r

は
積
極
的
に
科
學
の
發
達
.

e

依
つ
て 

法
存
資
料
の
生
產
が
却
つ
て
入
ロ
#
加

0
速
度
に
凌
« 

し

得

.る

可

能

性

を

論

證

す

る

#
、
他
_は
消
極
的
：に
入
ロ 

の
繁
殖
力
が
將
來
：に
於
て
減
退
し
、
隨
っ
て
人
ロ
過
增 

の
傾
向
を
一
片
の
祀
凝
に
歸
せ
し
む
可
き
事
山
を
生
物 

學
上
ょ
な
推
識
す
る
斯
で
ぁ
る
。

十

J

 

:

 

ン

，

、
マ'

:

前
世
紀
に
於
る
驚
嘆
げ
可
き
科
學
の
進
歩
は
a

烈
な
ハ 

る
a

想
主
義
的
精
神
の
勃
興
£

'«
#

應
し
て
、
功
利
ぉ

:

f
 

P

九
〇 

;義
經
濟
學
£

久
し
き
'
2.!旦
り
形
影
相
伴
へ
る
擬
餺
な
る 

バ
人
生
«
を
否
定

1

>

尠
ぐ
を
も
經
濟
生
活
の
關
與
す
る 

範
圃
に
於
て
は
圓
滿
無
碍
な
る
社
#

の
到
來
を
期
望
す

:
る
輝
多
の
樂
觀
論
を
«
出
せ
し
め
冬 

\

 

‘
 

. 

.

 

P
a
t
t
e
n

は
.以
爲
ら
ぐ
、「

羅
與
.ゲ
エ
ニ
ス
の
經
濟
事
情

一
■:
;
:の
攻
究
を
基
礎
に
.

明
：：：

の
經
濟
歌
愦
を
豫
言
せ
i

ど
欲

|へ
.
オ

る

人

々
は
、是
れ
窮
之
の
征
服
に
苦
闘
せ
る
社
會
ど
、

|

餘
剩
生
產
物
の
公
疋
な
る
分
配
に
全
組
索
を
集
注
<

#

:

る
が
如
き
&
好
W

る
狀
態
に
置
か
れ
た
る
社
會
€
の
相

|

違
を
看
過
せ
る
も
の
で
め
る
。
前
者
に
於
る
文
明
は
其

;

傅
統
.に
基
^

腐
乏
の
程
度
^

可
及
的
最
小
限
に
食
ひ
.it

て
め
、
遂
に
は
楚
に
打
党
つ
事
に
努
ヵ
し
な
く
て
は
な
ら

:

ぬ
U

然
る
に
後
者
に
於
る
文
明
は
餘
剩
生
淹
物
を
共
同
ぺ

の
福
祉
.の
爲
に
善
用
し
、，
活
力
及
び
生
產
能
力
を
減
退

す
る
琪
無
く
、
又
寄
食
階
級
を
創
造
す
る
事
無
く
却
つ

•

て
ー
般
の
幸
福
を
增
進
し
且
っ
胳
來
に
對
し
て
1
層
善 

'
良
な
る
辦
.備
を
整
...へ
る
^

Si

如
3
■方
法
に
，於
で
、
餘
刹
生
.

產
物
の
分
配
を
行
ふ
事
を
期
す
る
も
0
で
あ
る
:0
.即
ち
福
は
斯
く
し
て
相
一
互
に
連
結
せ
ら
れ
，、
其
尺
腾
は
彼
等 

前
の
社
會
の
典
型
は
謂
は
>
苦

痛

經

濟

若

し

く

：は

窮

艺

，

;
.に
活
氣
を
與
ふ
る
餘
剩
生
牽
物
で
あ
る
。
を
れ
は
择
等 

■
濟
で
あ
&
、
他
の
社
會
の
そ
れ
は
快
樂
經
濟
若
し
く
0'
祖
先
が
常
に
而
接
^
畏
怖
し
ね
る
窮
乏
の
脅
威
ょ
>
 

は
涂
剩
經
濟
^
稱
す
可
き
で
あ
る」

。
人
口
過
增
論
者
が
.

現
代
を
匡
救
す
る
も
の
で
あ
る」

。
現
存
の
諸
般
の
慘
蝸 

衣

カ

な

0*
論
據
ど
す
る
收
權
遞
減
の
法
則
は
恐
る
、
に
:'
|
は
此
期
望
を
遵
切
る
も
の
^
思
惟
す
る
を
#
な
：いー

「

告
.
 

足
り
な
い
。「

人
力
•か
自
然
に
打
克
つ
每
に
社
會
の
消
#

|

人
は
軍
國
主
義
が
漸
時
產
業
立
li
i
主
義
に
驅
遂
せ
ら
れ 

に
：供
せ
ら
る
、
財
貨
の
：分
®
は
增
加
し
、
之
をF

產

す

0
、
あ
る
を
知
る
、
，然
^
:
#
隊
の
權
カ
及
び
能
カ
が
現 

る
^
必
要
な
る
勞
働
量
を
輕
减
ず
る
;0
ー

の

場

合

に

は

今

の

如

く

®
大
で
あ
つ
た
時
代
は
未
だ
曾
て
無
炉
つ 

餘
剩
生
產
物
は
餘
剩
精
力
の
形
に
於
て
個
人
の
中
に
保I

.

た
。
彼
等
は
恰
も
襄
面
に
於
る
其
勢
カ
0
崩
潰
が
最
も 

藤
せ
ら
れ
'
他
の
場
合
に
は
ぞ
れ
は
此
精
力
に
依
づ
て
:
顏
著
な
る
時
に
於
て
、
國
家
を
其
權
カ
の
中
に
棠
握
し 

生

產

：せ

ら

れ.た
る
財
：賞
0
形
に
於
て
保
藏
せ
ら
.れ
る
ノ：；

て

ゐ

るo :

淹
業
界
に
直
接
至
：大
0
關
係
有
る
禍
害
に
就 

財
貨
は
消
赞
に
依
つ
て
效
用
！
化
し
效
用
は
精
力
に
變I

''.

い
て
見
る
も
亦
是
ご
同
機
で
あ
る
。
貧
民
0
愛
く
る
貧 

形
せ
ら
七
、
精
カ
は
又
勞
働
ビ
し
て
|1
1
に
新
た
な
る
財
:

困
、
.慘
禍
、
虐
使
、
腿
制
■並
：に
富
者
の
有
す
る
貪
婪
、 

貨
を
創
造
す
る
。
餘
.剩
生
產
，物
は
永
久
資
翁V」

し

て

貯

冷

酷

、
權
勢
は
新
れ
な
る
：經
濟
組
織
の
®
礎
が
益
々
平 

:
1
亡
ら
れ
ず
に
、
唯
財
貨
ょ
6
精
カ
べ
、
精

カ

ょ

.^
苒

明

皮

成

り

行

く

時

に

於

て

す

ら

、
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
事 

.び
財
貨
へ
ビ
不
斷
に
戀
形
せ
ら
る
、
資
金
^
し

て

の

み

:'
:
實
で
め
る
。
過
渡
時
代
に
於
て
は
傷
尬
想
ど
新
世
界
ヒ 

#
在
U
成
長
す
る
の
で
あ
る
？
生
活
，
勞
働
，
及
び
幸
.

が
相
共
に
併
存
す
る」

。
然
し
一
旦
吾
等
の
文
明
の
甚
礎

.
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第

十

七

怨(

七六
！
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雜

錄

「

合

論」

批
判 

が
變
轉
す
れ
ば
，
舊
：思
想
は
'
:議
論
に
；

M

つ
て
. >

無
ぐ
豐 

驗
に
位
つ
て
徐
々
に
消
滅
す
る
で
あ
ら

ぅ

ど

(
T
h
o
m
p


s
o
n
:

 

Population, 
A

 

S
t
u
d
y

 

in 

Malthusianism. 

P
P
. 

3
9
3
4
)
0

-

M

に

S
e
H
g
m
a
n

 

;は
此
猶
の
樂
觀
思
想
を
最
も
良
く 

人
ロ
問
題
0

論
議
に
取
り
，入
れ
て
ゐ
る
:0
.
日

く「

マ
ル 

ナ
ス
へ
の
前
提
は
成
は
疋
し
く
見
え
る
か
も
知
れ
ぬ
;0
加 

之
>
贫
民
階
級
に
於
る
豫
防
的
见
慮
は
恐
ら
く
薄
弱
な 

る
が
故
.

2
、

彼
れ
の
薆
躜
な
.る
豫
言
も
亦
適
中
し
た
^
 

云
ひ
#

る
や
ぅ
.に
考
.へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
o

然
し
か 

、
る
'結
論
を
導
く
は
誤
り
で
あ
る
。
眞
に
相
對
峙
す
る
, 

も
の
は
人
口 
€
食
糧
で
は
無
.ぐ
、
；人
口
ど
富
、
或
は
生
::
: 

淹
能
率
で
あ
る
マ」

'見
る
の
が
#
く 
€
も
眞
理
に
近
いo 

今
此
闘
爭—

そ
れ)

は
總
て
の
耕
作
に
適
'す
る
土
地
が： 

開
拓
せ
ら
れ
た
後
の
諸
で
あ
る
が_

_
が

起
る
も
の
i

假
想
も
、
地
球
表
面
の
總
て
：の
廣
汎
な
る
處
女
地
が
食
; 

^

に
-

せ
'
^

V.

る

©
.'a
-
.
M..の 

■.に
就

m

K姚 

九
，

11 

す
る
も
、
尙
富
の
增
加
は
殆
ど
無
限
の
期
間
に
里
.つ
，て 

人
口
を
凌
駕
す
可
し
€
解
す
る
が
至
當
で
あ
.る
' 
何
に 

故
な
ら
ば
農
業
生
活
に
於
て
眞
の
集
約
的
資
本
主
義
的 

經
營
は
"
未
だ
曾
て
大
規
模
に
行
は
れ
た
事
は
き
い
か 

| 

&

で

あ

る

。

若

し

土

地

に

役

..
»

す

可

き

充

分

の

富

有

ら
 

j

ば
"
そ
れ
は
食
糧
に
變
，形
せ
ら
れ
る
事
が
出
來
る
。
土 

地
の
收
權
遞
減
ば
、

f

般
產
業
の
急
速
に
增
大
す
る
能 

ン
率
の
齎
ら
す
收
權
遞
增
の
爲
に
阻
止
せ
ら
れ
る
。
成
る 

程
食
糧
の
®
格
は
騰
貴
す
可
き
も
、
之
を
®
賞
す
る
富 

:は
一
層
^
*!
す
る
で
あ
ら
う
。
獨
り
富
の
增
加
速
度
が 

。
迅
速
€
な
ひ
得
る
.の
み
な
ら
ず
、
赏
の
增
加
其
勿
が
\
 

ロ
の
增
加
率
を
減
退
す
る
傾
向
あ
る
經
濟
的
及
び
社
會 

1

學
的
諸
要
素
を
發
動
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
沂
く
ー
て 

南

方

面

ょ

宵

v
j

人
口 

C
の
‘對
峙
は
緩
和
せ
ら
れ
る
で 

あ
ら
う
。
良
好
な
る
狀
.態
.に
於
て
は
人
r:
i
は
.徐

々
に
、
富

.

.

.
は
錄
速
に
增
加
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
人
p
M
.
0 

の

：
學

說

，
は

近

代

肚

會

.
R
於

て

は

.
其

恐

怖

^
^
®

失
；-.

>
ぉ

.
®
-
.
-

あ
る j

ご rsell

aQm
a
p

 : 

prsctoles 

O
I Jh:conomICS.

P
R

 

6
4
-
6

6
)"

ィ
斯
.く
の
如
き
科
學
至
上
の
見
地
に
立
ら
て
總
て
の
人 

類
が
®
く
と
も
經
濟
的
®
迫
ょ
り
解
放
せ
ら
る
、
時
代 

の
到
來
を
主
版
す
る
所
論
は
"
所

_

思

想

の

右

傾

せ

る
 

人
ケ
の
中
に
も
亦
左
傾
せ
る

入
々
の
中
に
も
、：

等
し
く 

多
く
の
擁
護
者
を
見
出
す
事
が
出
來
る
。
即
ち
或
る
者 

は
現
存
の
社
會
組
織
を
以
て
恒
久
M
善
ど
看
做
し
、
'入
1 

3
の
諸
般
ハ
*
悪
も
人
智
の
發
達
に
基
く
財
の
豐
饒
に 

依
つ
て
制
度
の
變
更
を
持
た
中
にM

救
し
得
可
し
€
思 

«

>:
•、
或
る
者
は
a
ff
ll
i
l
l度
を
崩
潰
.し
適
正
な
る
社
會 

組

織

を

代

位

せ

，じ

む

ん
.を
條
件
ど
し
て
、
' 啻

_レ
今
日
の 

麗

_
不
平
等
不
$

s

»
を
剿
滅
し
得
る
に
停
ま
：
 

ら
ず
>:

進
ん
で
一
切
の
經
濟
的
窮
乏
を
知
ら
ぬ
：樂
犬
境 

を
實
現
し
得
る
ま
で
に
人
智
は
旣
に
發
達
せ
る
か
、
或 

へ
は
綠
達
ィ
可
さ
可
能
性
布
ト
ご
主
張
す
る
の
で
あ
る
6 

‘而
し
.て
：何
れ
も
共
に
人
ロ
の
；膨
)]
1
が

豐

_

な

る

注

存

資

笫

十

七

卷(

七
六
$

雜

錙

「

人
口
論」

妣
灼

'料
の
餘
剩
を
凌
®
し
、
之
を
瘍
盡
す
る
-殺
に
‘急
激
に
'行 

は
る
、
危
惧
め
皆
無
な
る
褂
を
信
じ
、
隨
つ
て
近
代
的

齒
業
の
現
實
の
或
は
豫
想
的
の
生
産
力
を
循
に
"
:
マ
ル

ナ
ス「

人
1

_」

に
對
し
て
根
本
的
駁
論
を
加
べ
ん
ヒ
す

る
に
於
て
はI

で
有
る
o
菩
人
は
此
驳
論
を
如
蘭
に
評

is
す
：可
き
乎
ノ
：

!

■

十
二 

_ 

.

.

.

In
心
ふ

に

マ

：
ル

ナ

ス

の

見

'解

の

一

黯

は

、
，
科

®

の

進 

步

:1
|
:ハ物
は
寧
ろ
必
然
的
結
來VJ

し
て
豫
想
し
乍
ら
、
ぬ
：
 

:

其
今
日
に
見
る
が
如
き
威
力
を
完
全
に
洞
見
し
#
な
か 

つ
た
事
で
あ
る
o
收
*

遞
減
の
法
則
に
關
し
て
彼
れ
の 

，抱
け
る
溉
念
は
大
體
に
於
て
寞
實
で
あ
る
,
然
し
彼
は 

•

此
法
則
を
實
地
に
應
州
す
る
に
就
い

'

て
の
制
限
的
條
件 

を

、
尠
く
ヾ」

も
充
分
正
«

に
重
視
し
な
か
つ
fs

恨
み
が 

有
る
'0

收
權
遞
減
の
法
則
は
反
對
傾
间
に
依
‘つ
て
時
に 

逆
杭
せ
ら
れ
る
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
土
地
耕
作
上J 

定
の
娘
界
點
に
達
す
れ
ば
、
他
の
番

に

變

化
f

限

:

■

“
 

m

s
 

九
三
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：
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四

&
、
：資
本
及
び
勞
働
を
追
加
す
る
锒
に
、
是

れ

に

對

す

增

加

す

る

.事
情
ち
起
り
#
る
で
あ
ら
う
。
11
に
又
一
層 

る
收
權
が
相
對
的
R
減
小
ノ
す
.る
亭
を
主
張
す
る
。
.然

し

::
進
步
せ
る
.耕
作
の
楷
梯
に
於
て
は
土
地
は
種
々
の
異
る 

此
限
界
點
を
敞
密
に
確
定
す
る
事
は
至
雛
で
あ
る
。
且

用

途

に

使

用

せ

ら

れ

、或
は
異
る
作
物
を
播
猶
せ
.ら
れ
、

他
の
事
情
は
變
化
無
し
に
持
_
す
.る
も
の
で
は
な
い
。

»
'
く
て
舊
用
途
の
或
は
舊
作
物
の
收
稂
な
ら
ば
減
少
す 

例
へ
，ば
人
口
の
#
加
.は
食
糧
に
對
す
る
-窗

要

を

高

の

る

可

き

所

を

.新
用
途
新
作
物
の
收
種
は
增
加
す
る
に
至
る 

一
方
に
、
其
食
«'
生
產
の
爲
(:
;

1
層
：料
織
的
經
營
並
P

.!
—
事
も
有
b
得
る
で
あ
ざ
う
。

マ
ル
サ
ス
が
如
上
の
諸
變 

分
業
の
破
張
を
可
能
な
ら
し
め
、
其
結
®
土
地
耕
作
に
.
—
化
の
導
く
效
朵
を
無
視
せ
る
も
の
ど
稱
す
る
は
失
當
で 

投
す
る
追
加
勞
働
が
收
榄
を
相
對
的
に
減
少
せ
し
め
す
一
あ

る

。

然
し
彼
れ
が
其
效
*
の
及
ば
す
範
II
程
度
を
完 

し
て
却
っ
て
墻
，加
.せ
し
め
る
：事
も
#
b

得
る

道
理
で
あ
一
全
に
豫
見
し
#
な
か
っ
た
事
は
糙
か
で
あ
るj (price :

,-

る
。
又
斯
が
る
改
良
せ
ら
れ
^
る

耕

作

法

は

肥

料

或

はpoutical 

E
c
o
n
o
m
y

 inwngiand. 

PP. 

4
9
-
5
0
。

生
產
耍
具
の
形
態
に
於
て
資
本
を
追
加
し
、：
以

て

收

稷I

Ke
に
述
べ
た
る
如

く

マ
，ル
ナ
ス
が
食
糧
は
算
術
級
數

の
■遞
埘
を
見
る
事
も
有
り
得
可
き
で
あ
る
。
或

は

灌

漑

，を
以
て
、
換
言
す
れ
ば
二
十
五
年
每
に
最
初
の
產
额
€

'.

園
，繞
等
に
要
す
る
最
初
の
資
本
、
勞
働
の
失
費
が
多
额j
等
額
だ
け
、
堦
加
し
得
る
に
過
ぎ
ず
ビ
云
へ
る
は
、

一

に
^
る
關
係
か
ら
、.

或
は
：其
他
の
现
由
か
.ら
豐
沃
の
土
定
の
生
產
方
法
を
基
礎
€
し

て
の
立
言
ミ
*
せ
ら
る
可

地
よ
^S

も
贫
瘠
の
土
地
の
方
が
先
に
開
拓
せ
ら
れ
、
然
き
理

&
あ
&
、
其
上
彼
は「

耕
作
經
營
の
改
善
、
改
良

.る

.後
W
會
の
發
遂
に
依
り
此
最
初
の
設
備
が4:

且
完
成
せ
ら
れ
た
る
生
產
要
具
の
使
用
は
長
期
に
!:
っ
て
收
權
■

せ
ら
る
、
時
は
收
權
は
相
對
的
に
減
少
せ
す
に
却
.っ

て

®
減
の
傾
向
を
湘
殺
し
て
餘
り
有
る
可
し
し
.

ミ
；； 4：

ひ
、

逾

は「

-®
M
に
於
で
は
國
民
產
業
の
適
當
な
る
指
導
を
步
を
完
全
に
洞
見
し
能
は
ざ
り
し
弱
點
を
明
示
す
る
も

候
れ
ば
數
世
紀
の
間
現
在
の
ニ
格
茬
し
く
は
三
倍
の
人
の
で
あ
る
.
0

:
.

ロ
を
包
容
し
#
可
く
、
然
も
此
主
國
の
何
人
も
現
在
に
前
揭
の

p
a
t
t
s

及

び

s
e
l
i
g
l
n

，の
言
镟
を
以
て
：
.
.
'•'
,
 

優
る
：衣
食
を
享
受
す
る
に
至
る
.可
し」

'ど
云
っV

.

ゐ
る
。/

代
表
せ
し
め
れ
る
科
學
至
上
論
者
め
所
論
は
此
マ
ル
サ
ー
：

.
 

隨
っ
て
彼
れ
が
生
存
資
料
の
生
産
が
科
學
の
拥
步
に
侬|

ス
の
遍8

に
斜
し
て
最
も
傾
聽
す
可
き
抗
議
を
提
示
す 

.っ
て
激
增
せ
ら
る
、
所

以

を

考

處

に

加

べ
ざ
り
し
も
の|

る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
サ
ス
は
消
極
的
に
道
德
的
抑
制 

t
斷
す
.る
は
疑

も
無
く誤

！
！

で
あ
る
が
、
然
し
又1

面

|

を
說
く
に
强
く
、
穑
楓
的
に
利
學
の
權
威
を
說
く
に
^

;
1
,

■:
よ
N

«
察
す
る
に
、
彼
れ
が
人
‘ロ
過
增
の
傾
向
よ
卜
發
か
っ
た
。
是
れ
に
反
し
て
如
上
の
樂
觀
論
者
は
前
の
悄 

生
す
る
禍
#
を
排
除
す
る
手
段
ビ
し
で
積
械
的
に
科
學|

極
-手
段
を
無
用
皮
し
て
廢
棄
す
る
代
り
に
、
後
の
®
極
，.

m

.: 

の
カ
を
主
張
せ
る
職
は「

人
[:
|
痕」

全
卷
を
通
じ
て
極|

平
段
を
激
»
し
且
っ
期
待
す
る
の
で
あ
る
"
故
に
マ
ル
.： 

め
て
®

^
で
あ
6
又
微
弱
で
あ
る
;0
彼
は
殆
r
其
全
主
一
サ
ス
の
中
庸
を
逸
し
れ
る
論
»
を
指
摘
す
る
も
のw

し

■ 

カ
を
道
德
的
抑
制
'
云
ふ
悄
極
的
平
段
0:
漸

獎

に

倾

注

て
は
、
彼
等
の
批
剑
に
多
大
：の
價
値
を
認
め
な
く
て
は 

し
て
ゐ
る
。
其
上
ゴ
::
:ド
4
シ
の
希
求
す
今
が
如
き
無
興
ナ
な
^

然
し「

人
ぱ
は
徐
々
に
、
富
は
急
激
に」

増
加 

府
共
產
の
理
想
郷
は
僅
々
三
十
年
を
出
で
ず
し
て
物
質
■
{

ず
る
と
云
ふ
良
好
な
.る
狀
態
は
恒
久
に
持
績
す
る
を
#

. 

的
破
線
よ
り
崩
潰
す
:̂
.で
有
ら
う
6
批
剑
し
て
ゐ
る
。

る
で
あ
ら
う
乎
。
人
口
過
剩
の
恐
怖
が
將
來
社
會
に
-P
J 

&

_
彼
れ
が
人
類
の
性
欲
を
過
重
®
す
る
一
:方
に
，
科
::
:現
す
ろ
可
能
性
は
絕
無
で
あ
る
ど
裁
斷
し
#
る
で
あ
ら 

學
の
發
達
を
豫
知
し
乍
ら
レ
尙
近
代
箭
業
の
.長
足
.
0進
：
::
;
う
乎
。
私
は
か
、
る
樂
觀
論
の
承
認
に
躊
躇
を
禁
じ
#

第
十
七
怨(

七
六
七
}

雜

錄
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人
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批
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觖
?r
號

九

迅



第
t
七

猞

(

七
六
八)

維

錄

「

人
ロ
論
拥
列

さ
る
も
の
で
あ
る
。 

.

.
固

ょ

6

前

世

紀

に

：
於

て

，
文

明

列

强

の

人

ロ

が

生

存

資
 

料
に
對
す
る
所
の
®
追
は
決
し
て
®
だ
し
■か
ら
す
、
却 

っ
て
反
對
に
人
民
の
多
擻
に
對
し
其
物
質
的
幸
福
の
上 

に
^
大
な
る
改
善
の
射
は
れ
た
の
は
明
臼
^
る
事
實
^

 ̂

あ
る
。
歐
洲
諸
國
民
の
消
#
に
供
せ
ら
る
：>
食
料
の
支
.へ
 

給

は

、
：
運

輸

並

に

生

產

方

法

0
驚
異
す
可
き
發
達
.に
傲
：

( 

レ
莫
大
な
る
增
加
を
見
た
0
M :
織
的
經
營
e
科
學
は
> 

$

、
息

の

勢
力
に
■
.
す
.る
人
間
の
支
：配
力
を
無
®

に
咐
大
せ
し
め
、
爲
に
他
界
の
エ
業
國
に
於
る
人
ロ
は 

未
曾
有
の
比
^
を
以
て
咐
如
せ
る
に
拘
ら
ず
、
生

存

資

▲ 

料
の
生
產
を
し
て
人
口
の
堺
加
ょ
り
も
遙
に
凌
駕
せ
し； 

め
る
.に

至

つ

た

。

然

し

が

、

る
：事

實

は

新

典

諸

國

が

次

'
一
 

第
：に
人
ロ
を
充
滿
し
始
む
る
に
及
ん
で
、
長
き
間
に
癒 

に
は
-l
i
b界
の
人
ロ
は
孙
び
生
ち
資
料
の
限
界
ま
で
增
加

す
可
し
ど
の
論
爭
を
そ
れ
向
ら
解
決
す
る
：も
の
で
は
無 

い
。
‘實
際
じ
於
て
旣
に
過
来
数
年
間
に
於o

生
活
焚
：の

第
五
號 

九
六 

:
騰
貴
は
、
世
界
の
食
糧
供
給
問
題
に
關
しH

業
諸
國
の 

間
に
激
烈
な
る
競
垂
を
1 ;
起
す
可
き
前
兆
た
る
を
示
唆 

す
る
者
す
ら
有
る
の
で
あ
る
。.
か

、

る

競

郇

は

不

可

抗 

で
あ
る
。
自
然
の
富
源
は
無
盡
藏
で
は
無
い
。
而
し
て 

:

科
學
が
爾
後
如
何
な
る
貢
献
を
爲
す
可
き
運
命
に
在
る 

、や
は
冏
ょ
り
豫
知
す
る
事
不
可
能
な
る
も
、
兎
.に
角
吾 

人
は
此
上
如
何
に
述
輸
上
の
革
命
有
ぅ
ビ
も
、
最

单

文

： 

'
明
の
範
圆
に
招
致
す
る
、事
の
出
來
る
溢
帶
に
は
新
ら
し
： 

き
大
陸
の
存
在
し
rs

い
事
を
^

つ
て
ゐ
る
。
そ

la
故
に 

將
來
に
於
る
人
類
の
物
質
的
幸
福
が
、
窮
極
に
於
て
：，一

:: 

'，方
の
人
口
の
增
加
ど
他
方
の
富
源
の
增
加
ど
の
均
衡
に
.
 

侬
つ
て
決
定
せ
ら
る
可
き
事
が
自
明
の
公
理
で
あ
る
ど
.
.
 

#
に

1I
-
LFP
'
要
素
の
後
者
が
絕
到
に
不
»
實
な
る
投 

機
的
事
項
で
布
る
事
に
留
«

し
な
ぐ

て
は
な
ら
ぬ」 

(
L
a
g
t
o
n
:

 

IntroducfLOP 

to 

M
a

 
一
 thus- 

priadples 

of 

Pop>ula

二on, 

E
v
e
r
y
m

-pa-Lt.brary, 

PP. 

X
I
-
X
I

c v
o

t

を
瞥
見
せ
る
が
爲
に
、
■其

威

力

を

過

小

覦

す

る

傾

，

[|
<
]
を 

免
れ
ざ
り
し
ビ
す
れ
ば
>
前
揭
の
樂
觀
論
考
は
其
發
達 

の
最
も
驚
異
す
可
き
時
：期
に
當
面
せ
る
.が
爲
に
、
其
威 

.カ
を
過
大
亂
す
る
の
慨
，间
に
陷
れ
る
に
あ
ら
ざ
.̂:
か
を 

私
は
疑
ふ
も
の
で
あ
る
P 

: 

,

::
:

;

:-
:

7

.
:

.

'

7

一，

マ
ん
サ
ス
の
學
說
に
»
す
る
今
：一
り
の
重
要
な
る
駁 

論

は

始

めs
p
i
e
r

の
唱
導
に
依
り
、
生
物
學
上
に 

論

據

を

求

ひ
-̂
も
の
で
あ
る
。
以
爲
ら

く

人
口
の
增
加 

匕

，個

人

性

の

發

達

V」

は
反
比
例
を
な
す
も
の
で
め
る
:0 

輸
族
の
進
化
は
a
の
汎
布
或
は
劍
生
を
藝
牲
に
供
し
て 

:

行
は
；れ
.る
。
換
言
す
れ
ば
個
人
.，が
自
己
の
個
\
性
を
發 

達
せ
.し
む
る
爲
に
起
る「

勢
力
集
中
の
：作
用
は
、

新
^

に 

他

，ツ
_

人

を

創

造

す

る

カ

即

ち

蕃

殖

カ

を

滅

退

せ

ぎ

れ 

ば
止
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
一
：隨
，つ
て
文
明
:0
進
歩
に
#

ひ 

人
口
過
少
の
現
象
は
起
り

#
可
き
も
、
人
口
過
剩
の
危 

惧
は
消
失
す
る
で
あ
ら
.ぅ
^.
?
.

第
十
七
怨

(

七
六
九)

雜

錄

「

入
0
論
豳
剡

.

‘:
_
此
學
說
を
人
口
問
題
の
社
龠
學
的
經
濟
學
的
考
察
に 

適
用
せ
る
も
の
は3

t
t
i

の「

人
ロ
ど
祉
會
組
織」

ど
題 

す
る
ー
書
で
あ
る
。，
彼
れ
に
從

へ

ば「
人
ロ
叫
題
は
生 

ビ
し
て
そ
れ
ど
密
接
の
關
係
#

る
富
の
分
配
の
a
地
よ 

一
 

1

考
察
す
可
き
も
の
，で
あ
る
。
菩
人
は
現
存
の
經
濟
組 
:

織
の
下
に
一
定
の
人
口
を
包
容
し
得
る
國
家
な
ら
ば
、
:

若
し
其
生
產
す
る
富
を
一
層
廣
く
分
配
せ
し
ひ
る
如
き 

j
_經
濟
組
織
に
變
更
す
る
時
は
、
遙&

に
多
大
の
人
口
を 

一
；
.包
容
し
得
可
し
S
斷
言
す
る
事
が
出
來
る」

。「

往
時
の 

|:

飢
儸
は
自
然
の
意
を
胃
潰
し
て
、
總
て
の
座
席
の
！i

に： 

充
塞
せ
る
人
生
の
®
宴
に
列
せ
ん
£
企
1
1せ
る
者
に
對 

し
、
自
然
の
賦
課
せ
ん
恐
可
き
刑
酬
で
あ
る
ビ
.
マ
ル 

i

サ
ス
は
看
做
し
た
が
"
そi

は
吾
人
の
先
に
述
べ
た
る 

■
如
く
市
場
の
不
備
^
經
濟
組
®
に
起
因
せ
る

も

の
.で
あ 

つ
て
毫
も
自
然
的
原
因
に
發
し
た
の
で
は
無
い」

。
然
ら 

ば
現
存
の
.分
配
制
度
を
改
善
し
て
人
口
に
對
す
る
制
限 

を
解
除
す
る
時
は
、
，
人
口
は
一
層
急
激
に
膨
脹
し
て
更

笫
3|
:
號

，

九
セ



筇

十

セ

怨(

セ
セ
〇〕

雑

.
錄

r

人
口
論」

拙
列 

に
他
の
制
限
を
必
sg
V
Jす
る
結
果
に
陥
ら
ざ
る
.乎
。
 

N

i

sは
愛
に
於
て
前
揭S

p
e
n
c
e
r

の
學
說
に
馮
，侬
し
.
 

文
明
に
伴
ふ
個
人
胜
の
發
達
が
必
然
，生
殖
力
の
減
退
を 

镍
き
、
_

つ
て
人
口
過
增
ょ
4
も
寧
/)
人
ロ
過
少
の
« 

向
を
生
ず
る
所
以
を
カ
說
す
る
。
然
し
を
れ
は
啻
に
將
ご 

來
：に
可
能
の
事
象
た
る
办
か
な
ら
ヤ
、
旣
に
過
去
に
賞 

現
せ
し
所
で
ぁ
る
0
:宴

す

る

に「
生
搬
^
は
マ
ル
サ
ス 

及
：びK

ル
，テ
ス
主
*
者
の
知
a
せ
ざ
る
法
則
の
支
配
を 

被
^
も
の
で
ぁ
る
？
吾
人
は
'一
國
.民
が
文
化
の
黄
金
時
：

:

代
^
達
す
る
時
は
富
は
增
加
し
人
口
は
稠
密
ど
な
り
、

'
:

 

然
る
後
忽
ち
生
»
の
遲
滯
0
爲

に

人

ロ

：稀

雜

€

な

り

國 

勢
の
衰
微
を
招
け
る
事
實
を
fl
l
上
に
經
驗
し
た
。
夂
他 

方
に
於
て
久
し
く
未
開
の
狀
態
に
在
り
ー
國
民
が
、
外 

的
原
因
の
.
_

に
：侬
つ
て
急
激
に
人
P

を
增
加
し
、：

爲 

に

新

文®)
の

中

心

ど

な

れ
る

事

實

を

も

自

视

し

た

。

#

ぐ
の
古
代
文
明
國
は
侵
略
或
は
戰
爭
0.
爲
で
無
く
眾
に， 

生
»

率
停
滯
の
爲
に
沒
落
し
た
の
で
あ
.る
。

マ
ル
ナ
ス

, 

第
五
號 

九
八 

の
人
ロ
法
則
は
何
等
の
眞
理
を
も
包
含
せ
中
又
說
fi
l
lし 

て
ゐ
なS

。

そ
は
歷
史
€
人
ロ
學
に
僞
瞞
せ
ら
れ
た
る 

r
融
通
の
利
か
ぬ
方
式
に
拘
束
せ
ら
れ
て
、
獅
6
貧
困
の 

卜
神
秘
の
み
な
ら
す
又
人
類
文
明
の
或
は
興
隆
し
或
は
衰 

替
す
る
逆
轉
作
用
を
ば
說
明
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
$ 

云
ふ
の
で
あ
る」

(
T
h
o
m
p
s
o
n
: 

Population, 

A

 S
t
u
d
y

 

in 

M
a
l
t
h
usianism，

P
P
.

 

2
8
-
2

9
)
。

ぺ：
.
今
經
濟
組
織
の
韋
新
を
行
ひ
分
配
制
度
を
改
善
す
る 

時
は
> 
生
產
機
關
の
發
達
並
に
經
營
技
術
の
進
步
著
し
.
 

|き
現
代
文
明
諸
_

が
一
層
多
數
の
人
口
に
平
均
的
に 

一_ 

廢
向
上
せ
る
衣
食
住
を
供
給
し
#
可
き
は
異
論
無
き
所 

で
あ
る
。
乍
併
> 
個
人
性
の
發
達
其
物
が
將
し
て
生
物 

,學
上
の
必
然
的
法
則
に
依
り
生
殖
力
を
減
退
す
る
で
あ 

ら
ぅ
乎
。

試
に
此
點
に
於
るI

へI
k

y

の
觀
察
を
參
照
す
る

は
興
味
多S

。
彼
は
資
本
主
義
社
會
に
於
て
は
最
も
發 

達
せ
：
4
生
產
方
法
を
農
業
上
に
‘充
分
に
利
用
す
る
を
得

:
:
,
ざ
る
諸
«'
の
.險
樹
有
.る
を
述
べ
、
.次
で
»1
會
±'
義
|1
會

.
 

の
實
現
を
見
る
時
は
最
纷
の
險
職
が
.,
-
'切
排
除
せ
ら
ん 

、

に

侬

ヶ

收

權

は

龜

に

興
_

ヒ
な
&
、
»
く
ど
も
向
後 

再
鮮
間
は
如
何
に
念
速
に
人
口
が
墙
加
す
る
ど
も
®
人 

ロ
過
剩
と
沄
ふ
が
如
ぎ
»
惧

：の
：絕

對

に

發

生

せ

ざ

る

可

ン 

ざ
を
豫
言
し
て
ゐ
る
1
即
ち
經
濟
組
雛
の
_
觅

に

依

り

.
 

人
：ロ
過
增
.の
禍
«
を

防

：遏

し

得

可

じ

ビ

思
■
す
る
點
に
.
 

於

で

名

择
^

其
見
簾
を
ー
に
す
る
も
の
で
：あ

る
;.
;0：

然 

し
彼
れ
が
瓦
年
ど
計
上
せ
る
ー
定
期
間
を
經
rt
l
せ「

る
後 

'

に
は
、
、或
は
人
ロ
過
剩
：の
、
或
は
人
口
過
少
の
憂
惧
が
.
,
 

交
'々
：發
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
^
想
像
し
て
ゐ
る
。
其 

人
ロ
過
剩
0
蛋
惧
を
豫
想
す
る
所
以
は
彼
れ
が『

窮
M
、
 

發
丧
、
：過
勞
は
生
殖
カ
を
高
：め
>
:當
裕
>
安

樂

、
，
短

き.
|
 

.勞

働
.時

間

は

之.を

低
_卜

，
せ

し

め

る

r
t

云
ふ
多
く
の
祉
會
.
 

"
主
義
#
等
の
見
解」

反
®

、

祉
翁
主
篛
姐
會
に
於
::
.
:

.
 

て
は
死
S

の
、減

少

晚

赌

；の
經
濟
的
理
由
の
消
滅
、

.
 

賣
泰
斷
絕
に
依
6
花
柳
病
に
依
る
不
她
原
因
の
，撤
虫
等 

'
M
-
H
3

卷

(

七
七I

)

し

雜

錄

「

人
口
鳊」

批
剡

の
爲
め
*

つ
て
大
' い
に
人
口
堦
殖
を
»
成
す
る
参
情
有 

V
9 

K
.
M

惟
す
る
故
で
あ
る
。
其
人
，ロ
過
少
の
S
恨
を
豫
.
 

想
す
る
所
以
は
社
會
主
義
社
會
に
於
て
は
婦
人
の
向
上 

は
其
眼
界
及
び
活
動
の
範
園
を
搬
大
し
、
隨
つ
て
婦
人 

を
し
て
多
産
を
嫌
忌
す
る
に
至
ら
し
め
、
其
固
然
的
生 

殖
ヵ
の
增
加
に
も
拘
ら
キ
避
姙
法
の
採
用
に
依
り
人
口 

增
加
の
趨
勢
を
或
は
緩
漫
或
は
停
止
せ
し
む
る
に
至
る 

や
も
知
れ
す
ビ
M
ff
i
せ
る
故
で
あ
る
ヾ(

小
泉
信
三
敎
授 

n
fi
:
會
組
織
の
經
濟
理
論
的
批
判
/

三
六
1

1ー1

九
頁
に 

據
る
}
。
即

ち

K
a
u
t
s
k
y

は

g

&
ど
は
;1
£
反
對
に
，文 

化
の
進
麗
に
伴
ふ
個
人
性
の
發
達
が
生
殖
力
を
減
退
す 

る
^
云
ふ
兇
解
を
拒
否
し
、
却
つ
て
經
濟
組
織
の
改
善 

に
依
り
社
會
成
員
の
文
化
生
活
を
一
般
に
IM
J
上
せ
し
む 

る
時
は
、J

世
紀
の
後
に
は
或
は
人
口
過
剩
の
傾
向
に 

陥
る
可
き
を
豫
想
し
、
又
逆
に
人
ロ
過
少
の
倾
昀
に
逸 

す
る
場
合
あ
り
€
も
、
そ

はj

部
の
生
物
學
者
の
示
唆 

す

る

如

く

自

然

的

往

殖

カ

の

低

下

.に

蕋

く

に

あ

ら

ず

し

f
 

m 

九
九



第

十

七

怨(

七
七
3

.
雜

.
錄

：T

人
口
論

J

拙
列
：
 

て
人
爲
的
生
殖
囘
避
に
起
因
す
可
し
^
思
惟
す
る
も
の 

で
あ
る
。‘
雨
劳
の
見
解
を
比
_
す
る
に
私
は
、
他
の
所 

說
は
.蓄
く
措
き
此
論
8
の
關
す
今
限
办
：に
於
1:
は

、 

K
a
u
t
s
k
y

に
左
«1
す
る
を
辭
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
蓋 

し
人
類
の
生
殖
力
ビ
個
入
性
の
|發
達
€
が
相
反
撥
す
る 

ビ
云
ふ
考
察
は
、
未
だ
充
分
な
る
歷
史
的
吟
味
を
腺
過 

し
て
ゐ
な
い
。
.古
代
文
明
諮
國
の
沒
落
が
各
自
の
文
化 

全
#
期
以
後
の
生
.殖

停

滯

に

起

：因

せ

る

：

#
を
事
實
ど
假
，
 

忠
す
る
も
、
興
生
殖
停
滯
：其
物
ゆ
決
し
て
內
部
的
必
然 

的
に
國
函
の
生
殖
力
が
« ：
退

せ

.
る

が

爲

に

あ

ら

ず

し

て 

繪
侈
、
■!
•淫
佚
"
向
上
欲
其
他
の
i

的
人
爲
畋
諸
原
因 

が
多
產
を
嫌
忌
せ
し
め
た
る
爲VJ

解
す
る
が
恐
ら
く
正 

f

穿
ぅ
に
近
い
で
あ
ら
ぅ
。
例
べ
ば
戰
前
佛
關
西
に 

獨
自
の
現
象
た
彡o

人
口
®

減

が

必

す

し

も

同

_

文

化 

の
，世
界
最
高
に
位
す
る
皮
映
た
る
.に
'あ
ら
ず
> 却

：.

つ
て

過

度

の

人

エ

的

產

兒

制

，
限

め

;«
々
谢
_

せ
る
弊
資
ど
看 

做
さ
れ
し
は
、
如
上
の
解
释
を
正
當
比
す
る
b
:の
で
は

0

B
 

一
 

0

0

無
い
乎
。
隨
つ
て
將
來
に
於
て
も
亦
人
類
は
自
ら
の
進 

化
の
過
程
に
於
て
、
生
理
的
に
種
の
創
隹
カ
を
顧
め
ら 

る
、
事
.ょ
b
も
、
寧
ろ
自
發
■的
意
夂
心
の
作
用
に
依
^V

人 

ロ
過
增
の
趨
勢
を
防
遍
す
可
し
e
の
推
論
を
當
然
«
く 

の

で

る

以
上
私
はS

p
e
n
c
e
r

或

は

§

a

の
豫
見
を
拒
否
す

る
爲
にK

a
u
t
s
k
y

の
豫
見
を
以
て
是
に
對
照
せ
し
め
れ

が
、
然
ら
ばw

a
l
l
s
k
y

の
豫
見
其
物
は
マ
ル
ナ
ス
の
學

說
に
對
し
て
勿
何
な
る
關
係
に
立
て
る
か
€
云
ふ
に
、

M
者
の
見
解
は
決
し
て
栓
枘
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
は
，無

.い
。
，蓋
し
前
者
が
褒
惧
の
ー
上
る
人
ロ
過
剩
の
倾
间
は

画
ょ
り
後
者
の
力
說
す
る
所
で
あ
り
、
其
®
惧
.の
一1

た
'

る
人
口
過
少
の
傾
尚
は
、
人
エ
避
_

に
起
因
す
€

思
_

す
る
も
の
な
る
に
依
り
、

此
織
に
於
て
も
亦

「

人
爲
的

，制
限
乎
段
が
全
然
人n

の
發
ii
を
阻
#
す
る
所
の
反
對

.の
過
誤
に
陷
り
易
き」

_
を
豫
萏
せ
る
後
苕
の
見
解 

c

1
1

救
無
き
も
 ̂
£ 

ば

ざ
6

を
得
な
い
V

而
し
t
,

K
l

y

は
人
p
.過
.小
ノ
の
場
.合
に
は
，社
#
的

道

.德

は

無 

產
兒
性
交
を
非
雛
.1
,
.其
普
及
を
防
止
す
：可
し
ビ
云
ふ
‘の
.
 

で
あ
る
が
、
こ

は「

地
球
を
人
類
を
以
て
充
滿
せ
ん
ど 

欲
す
る
は
、
造
物
主
の
0
的
な
X

M

惟
せ
ざ
る
を
得 

す」

f

の
自
然
#
敎
を
遵
泰
せ
る
:-
ル
サ
ス
：
の

商

ょ

り

I 

:

拒
否
す
る
所
に
あ
ら
ぎ
:̂
可
ズ
、
3t
人
ロ
過
增
の
場
合
■:j 

に
は
社
會
道
德
は
多
產
抑
制
の
義
務
を
賦
課
す
可
し
^
 j 

云
■ふ
：の
で
あ
る
が
，
典
抑
制
の
.手
段
ヒ
し
て
無
產
兒
性」

 

\
:交
即
ち
人
エ
避
她
を
是
認
す
る
が
否
認
す
る
か
の
|&
理
_ j 

.
，的
_
斷

は

別

皮

し

て

：、
：
社

角

ー

般

の

福

触

の

爲

に

其

成

|
 

:
員
の
性
的
抑
制
の
義
務
を
認
む
る
粮
本
の
見
解
は
又
マ
ン
.j 

.

ル
サ
ス
,'
?

J

其
軌
をI

に
せ
る
も
の
で
あ
る
0
羅
菅
»
會

| 

未
義
社
會
に
於
て
も
人
口
過
增
の
B
然
的
傾
向
は
消
滅
一 

せ
す
、
之
を
罪
惡
慘
禍
の
«
生
無
し
に
制
限
す
る
が
爲
一 

に
は
マ
ダ
サ
ス
の
所
謂
道
徳
的
抑
制
に
依
る
か
、
或
は 

マ
ル
サ
ス
の
罪
惡
ビ
認
め
新
.マ
ル
サ
ス
生
a
の
正
®

t 

認
む
る
他
の
手
段
に
依
る
か
"
二
者
其
一
を
出
で
す
ビ 

第
十
七
卷
ハ

セ

ま

ご_

錄

「

人
口
論
_

列

の
結
論
に
歸
着
す
る
。
隨
っ
てINTitti

ビ
云
ひK

a
u
t
s
k
y

 

€
云
.ひ

經

濟

組

織

の
變
页
を
高
調
す
る
論
旨
に
は
_
PJ 

し
^
る
も
、
尙
.
.マ.
.ル
サ
.
'ス
_
.

「

人

ロ

^
」

の

根

幹

た

る

人
 

ロ
の
原
理
其
物
に
對
し
て
は
完
全
な
る
E

M
を
加
ふ
る 

に
成
功
せ
る
も
の
ど
許
容
す
る
を
得
なS
の
で
あ
る
。
 

若
し
そ
れ
人H

避
姙
是
非
に
至
b
て

は

、
，
假

令)il
l：
會

主 

義
社
會
に
於
て
も
人
口
過
增
を
防
退
せ
ん
ど
し
て
却
っ 

,
て
諸
種
の
性
的
惰
落
を
誘
致
し
、
反
對
窖
惡
を
助
成
す 

る
薆
惧
のr

掃
せ
ら
れ
ざ
る
以
上
、
遽
に
之
を
是
認
す 

る
を
得
な
い
。
文
化
の
進
展
に
伴
ひ
道
徳
的
抑
制
の
意 

義
は
、
寧
ろ
次
に
述
ぶ
る
生
活
水
準
の
一
般
的
向
上
の 

爲
に
必
然
修
訂
を
蒙
る
可
き
も
の
^
あ
る
。

十
四

マ：
ル
ダ
ス
は
所
謂
生
存
資
料
な
る
も
の
が
、
生
活
程 

度
の
高
低
に
應
じ
て
»

@

»を
»
ず
る
亭
賞
に
就
き
儼 

正
な
る
S
察
を
缺
如
し
て
ゐ
れ「

ま
る
時
に
は
彼
は
恰 

も
そ
れ
が
全
ズ
生
命
を
辛
5
じ
て
*
持
す
る
に
必
要
な

第

玉

铖

1
0
一



第

十

違

(

七
セ
四)

雜

錄
.

「

人
口
論」

批
■

る
一

定
量
の
資
料
に
過
ぎ
ざ
る
か
の
如
く
に
限
局
し
、

又
他
の
時
に
は
自
己
の
階
»
双

び

種

姓

に

關

す
 

る
配
撤
旅
に
典
子
女
の
敎
育
に
關
す
吟
配
盧
等
を
生
存 

資
料
中
に
包
含
せ
し
め
て
ゐ
る
。
彼
は
成
る
0

に
於
て 

は

：

「

社

會

の

下

層

：階
：細

の

努

樂

は

單

に

食

糧

の

み

に

依

一 

る
に
あ
ら
ず
否
其
他
の
嚴
密
な
る
必
需
；
の
み
に
侬

る

一

に
も
あ
ら
t

J

) £

云
ひ
、
又
他
の
if
R
於

て

は「

社
^

| 

的
地
.，位

の

兩

三

步

の

降

下

も

，

特

に

を

れ

が

敎

育

が

終 

:

说
し
無
潜
か
開
始
す
る
楷
to
に
^

ま
る
時
に
は
、
人

民

I 

1

般
ょ
-
幻̂

想

的

寄

遞

，で

：
無

く

赞

際

的

寒

惡

で

め

る

ビ
 

看
做
，さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ」

？
云
つ
て

.

.ゐ
る
：'
.

(
p
r
i
c
e

■「 
P
O
M
C
a
l

 E
c
o
n
o
m
y

 in 

E
n
g
l
a
n
d
'
l
v
^
)
。

此
.4 .
ft
s

な

る
見
解
の
爲
に
彼
は
道
德
的
抑
制
を
赞
行
す
可
き
生j 

活
最
低
限
度
€
、
.肉
體
を
維
持
す
可
き
生
活
最
低
減
度
へ\ 

^
の
腐
別
に
關
<
て
明
磷
な
る
«
念
を
逸
し
て
ゐ
た
。

,此
織
を
痛
擊
せ
る
も
の
はw

a
g
e
h
o
t

で
あ
る
。
旧
く 

—

民
衆
9
货

屬

の

泔

..
*
|は
必
'ず

-L
も
其
人
ロ
を
增
加
し

第
.五
號 

ー
0
ニ 

な
い
o
そ
.の
此
事
あ
.る
はg

一
一
個
の
場
合
の
み
。

第
一 

は
fe
等

ヵ

肉

體

が4
1'^
最
低
限
.度
、
換

言

す

れ

ば*
や
_
 

く

生

命

を

撕

持

す

る

に

，足

る

程

度

に

#
ま
り

然
も
^
!
制 

一
を
«
ri
せ
ざ
る
場
合
で

あ
る
。
此
瞬
間
に
於
て
食
糧
® 

加
せ
ば
人
口
も
隨
つ
て
增
加
す
る
で
あ
ら
ぅ
。 

ff
i
ニ
は 

彼
等
が
道
徳
，的
生
活
最
低
限
度

'，

換

言

す

れ

ば
丁
度
现 

存
人
D
を
彼
等
が
適
當v

姐
惟
す
る
生
活
様
式
に
於
て

i

支
持
す
る
に
足
る 

狀
態
に
在
り
"
且
つ
該
人
ロ
は
，
：

IE

制
に
依
つ
て
抑
制
せ 

ら
れ
然
も
彼
等
の
往
活
低
度
を
變
II
せ
ざ
る
場
合
で
あ 

■
る
。
此
時
に
於
て
は
疑
も
無
く
享
樂
の
增
進
は
產
兒
の
- 

.増
加
と
な
“
、
須
叟
に
し
て
新
狀
態
は
舊
狀
態
以
上
の 

^
•
1を
谷
^

人
に
寄
與
す
る
事
無
く
、
戦
舊
來
の
安
■
. 

r.享
受
す
る
皮S

.

人
1:
1
を
^'
如
せ
る
の
み
ヾ」

な
る
で
あ 

ら
ぅ
。然
し
此
寒
情
は
必
然
的
に
起
る
も
の
で
は
無
い
o 

何
に
故
ご
な
ら
ば

' .

遨
德
的
生
活
最
低
R
度
は
洵
に
可 

變
性
の
も
の
で
あ
る
か
&
:で
あ
.る
。
段

衆
は
其
生
活
程
，

其
機
式
の
高
下
は
兎
に
狗

，度
を
變
M
す
る
や
も
知
.る
可
か
ら
t
、
.■.然

ら

ば

安

樂

の 

僧
加
も
人
口
の
增
加
.を
®
伴
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
人
ロ 

は
從
前
通
り
に
停
f

、
唯
各
個
人
が
平
均
的
に
生
活 

の
改
善
を
得
る
で
あ
ら
ぅ
。

一
國
良
が
ー】

者
何
れ
の
道 

を
撰
ぶ
か
は
此
生
活
程
度
の
變
E
如

何

：に

懸

々

、
.
且
づ 

彼
等
の
享
樂
す
る
文
化
：の
fi
t
類
如
何
に
關
聯
す
る
も
の
；
 

.で
あ
る
。
余
は
是
に
關
す
る
■一
 

般
的
方
式
を
锬
兑
'U
得

\ 

る
や
否
や
を
疑
ふ
。
或
る

著
作
家
連
は
一
世
代
全
般
を 

I

時
に
向
土
>

し
む
る
偉
大
な
る
突
發
的
變
化
は
、
經 

續
的
小
變
化
の
一
述
ょ
b
•も
一
層
民
衆
の
生
活
低
敗
を
一 

せ
し
め
易
い
$
去

：つ

た

が

夕

余

：の

判

斷

.
し

得

る

限 

り
に
於
て
は
寧
ろ
£
衆
の
前
以
て
の
用
意
炉
浙
要
で
あ 

る
。.
克
己
に
馴
れ
た
る
眞
に
節
儉
的
の
國
民
は
、
微

少

I 

の
改
善
.の
連
績
に
依
つ
て
利
す
る
所
絕
大
で
あ
る
。
彼 

;等
は
其
人
ロ
を
急
增
ぜ
中
、
»
幸
福
を
增
進
す
る
:0
是
，
:'
■:
 

に
反
し
て
涟
華
逸
樂
の
國
民
は
如
何
に
借
大
な
る
又
突 

.
镟
的
な
る
！K

M
r-
依
つv 

E
富
を
得
る
^
も
、
槪
し
て 

七
^

(

七
.七

-5
_

傭
.

- M

.

「

人
，ロ
論」

批
例

善
化
せ
ず
る
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
冏1

の
苹
準
|:
座 

活
し
、
而
し
て
爲
平
準
は
向
上
し
な
い
で
あ
ら
ぅ」

ビ 

(
B
a
s
h
o
t

 : 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

s
t
u
d
i
e
s
.

 
p
p
.

 

1
4
6
-
1
4
7
)

特
に
如
上
の
非
雛
はt

ル
サ
ス
の
學
說
を
基
礎
に
提 

唱
せ
ら
れ
た
る
勞
.銀
鏹
則
說
の
虛
妥
が
、
現
實
の
事
象 

に
照
破
せ
ら
る
\
に
及
ん
で1

層
熾
烈
を
加
へ
た
の
で 

あ
る
。
洵
に
生
活
.の
平
準
は
：假
令
一
國
內
の
階
級
差
別 

を
掀
廢
す
るw

も
、
國
：K

W
國
民
ビ
に
依
る
高
低
は
侦 

存
し
、
I
に
又
時
代
よ
h
時

代

'

®
代
よ
り
世
代
へ
€
 

文
ft
の
0

M

に
#
ひ
向
上
の
趨
勢
あ
る
は
固
よ
6
、
過 

去
に
於
て
も
着
々
'向
上
し
來
れ
る
は
明
*

m

な
る
事
實
で 

あ
る
。
隨
っ
て
道
徳
的
生
活
最
低
限
度
な
る
も
の
が
"
 

文
化
の
程
度
に
對
應
し
て
伸
縮
す
可
き
は
必
然
で
あ 

る
' 

マ
ル
サ
ス
.が
此
事
理
を
奈
然
無
視
せ
ざ
る
ま
で
も 

:

甚
だ
輕
視
せ
る
は
爭
ふ
可
か
ら
ざ
る
缺
陷
で
あ
つ
た
。 

私

は

td
3

g
.&
*
。
け
,
の

非

:*
に

向

意

す

る

を

®

ら

ぬ
。

乍 

併
"
是
が
爲
に
.マ
ル
/サ
ス
の
，根
本
思
想
が
振
槭
せ
ら
る

0

0
 

1
〇

H



I

I
j

笫
十
七
.卷

.

(

七
七
六〕

0

錄

r

人
口
論」

批
判 

、
も
の
ビ
俎
惟
す
る
は
許
容
し
_

き
謬
見
で
ぁ
る
。
藍 

し

道
德
的
生
活
最
低
懂
奴
#;
位
€
、
道
德
的
抑
制
其 

物
の
存
在
乃
至
必
要
ご
は
、
.明
確
に
M
別
す
る
を
要
す 

::
!
名
.別
個
'.
,
槪
念
で
ぁ
る
。
前
者
が
各
阈
各
時
代
の
文
化 

に
順
應
し
て
：

i
：

縮

異

同

有

る

事

は

.
、

後

者

が

何

日

か

は 

.
發

生
乃
至
要
紫
せ
ら
.る
^:
き

普

遍

性

を

毫

末

も

襄

切

る 

も

の

で

は

無

い"
否

寧

ろ

生

活

水

準

に

：し

て

向

上

す

れ

： 

ば
他
の
事
情
に
變
化
無
き
限
り
、
人
1:
!
,が
此
ln
)
-J
b
せ
.
 

芯

法

活

水

準

を

維

持

す

る

.に

必

耍

な

る

資

料

を

凌

聽

し 

で
增
殖
す
可
S
潜
在
的
倾
rn
j
は

一

，層

願

著

^

な

る

の

道 

理
で
ぁ
る
0
故

に

M
a
r
s
h
a
l
l
.

は
：マ
ル
ナ
ス
の
豫
見
し 

得
ざ
h
 

L前
世
紀
の
S
興
す
可
き
科
®

0
發
達
に
侬
つ 

て

.
fr
歐
諸
^
の
^
活
水
邓
が
著
し
く
向
上
せ
る
を
認 

容
献
ゐ
に
拘
ら
す
、
: ^
マ
ル
サ
5
.の
人
ロ
0
原
理
の
®

へ

唆

不

朽

の

翁

で

ぁ

; A
il
つ
是
に
附
隨
す
る
論
議

も
^

形
鹋
の
.
.古
び
.た
る
；の
み
に
て
其
本
質
は
依
然
多
大 

の
堅
實
性
を
保
有
せ
る
も
の
ぞ
斷
言
し
て
ゐ
る
。
日
く

翔
力
锁

C
m

「

十
九
世
紀
の
末
葉
に
於
て
强
^
せ
ら
れ
た
る
人
口
膨 

脹

に

.«
す
る
ft
糊
の
制
限
が(

其
様
式
は
固
ょ
6

未
開 

の
場
所
に
於
て
は
變
化
す
る)

，
一
般
的
に
泔
加
せ
ざ
る 

限
り
、
現
在
西
歐
諸
M

R
普
及
せ
る
安
慰
な
る
生
活
が 

全

世

界

に

傅

播

し

且

づ

數

^

年

に

百

6

て
之
を
持
績
す 

る
®*
の

不

可

能な
る
可
§
は
今
に
於
7'
ゝ
も
你
眞
il
l
で
め 

.■る」

ビ(
M
a
r
s
h
3
.
i
l

 "
.
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 

o
f
w
c
o
n
o
m

 
一
 es,. 6

”h

 

e
d
.

 

p. 

1
8

0
.)。.

文
化
の
進
挺
は
生
產
技
術
の
發
達
-(
:
依
つ 

r

> i

方
に
人
口
過
增
の
趨
勢
に
逆
抗
す
る
が
•
同
時 

、
に

性

活

水

準

の

向

上

に

侬

つ

て

、

他

方

に

之

を

俯

大
す 

る
ひ

然
も
旣
述
の
如
く
生
存
資
料
が
人
ロ
を
贿
倒

.

て 

激
增
す
る
が
如
き
良
好
な
る
狀
態
は
、
假
令
或
る
W

間 

經
緻
す
る
：ど
も
所
能
恒
久
的
現
象
ど
は
樂
觀
丨
.雛
9

事 

傾
が
あ
る
。
故
に
塔
察
を
瑕
に
此
&
好
な
る
有
限
期
間 

に
限
局
せ
ず
、
又
天
變
戰
飢
等
の
偶
時
的
影
響
を
度
外 

視
す
る
時
は
マ
ル
サ
ス
の
所
論
は
依
然
C
し
て
眞
實
で 

あ

る

.0
即
も
文
化
の
發
達
或
.は
經
濟
紐
織
の
變
斑
に
依
’

づ
て
獨
在
以
上
に
遙
に
人
®
の
幸
®
の
增
進
せ
ら
る
、 

fr
h
會
を
假g

す
る
：も
，
命
此
增
.進
せ
：ら
れ
た
る
幸
福
を 

持

久

せ

ん

が

爲

に

は

、
，
其

改

#
尚

上

し

_た

る

生

活

水

準
 

を
屮
心
^
し
て
道
徳
的
抑
制
の
必
要
を
W
現
す
る
に
至 

る
で
あ
ら
ぅ
リ 

斯
の
如
く
に
論
じ
來
れ
ば
マ
ル
サ
ス
の「

人
口
論」

た 

る
、
牝
時
人
後
人
に
依
つ
て
多
a
多
樣
の
，_
雛
搏
»

の
.
 

標
的
ど
な
れ
る
も
、
倚
其
根
本
俎
想
は
一
片
不
勒
の
眞 

M
を
科
藏
す
る
の
槪
が
ぁ
る
。-
人
若
し
彼
れ
の
學
說
の 

m

s
を
現
存
經
濟
組
織
の
#

*
に
在
り
ど
看
做
さ
ぱ
V
,
 

常
然
不
朽
の
價
値
を
：

t

に
許
容
す
る
を
#
な
い
で
：ぁ
ら 

ぅ
。
然
丨
若
し
彼
れ
の
_學

說

の

，眞

髓

を

人

口

過

增

の

_ 

f
t的
傾
向
に
在
り
ビ
莉
做
さ
ば
、
敢
て
te
大
の
惯
値
を 

是

U
賦
與
す
る
に
|湯
路
/
な
い
で
ぁ
ら
ぅ
。
然
ら
ば
ゴ 

ド
ヰX

 V」

マ
ル
サ
ス
ど
种
苹
相
對
峙
せ
る
論
爭
は
現
代 

に
如
何
な
る
意
義
を
保
持
す
る
乎
。
兩
者
の：

對
照
^
以 

〉て
！
！

頭

を

起

筆

せ

る

.本

^;
は
_

g
^.
の
對
照
を
以
て
結 

第

十

七

溜(

七
七
七)

雜

錄

'
!
>
<
ロ
論」

批
刿

論
に
代
へ
ね
、は
な
ら
ぬ
ト 

十
五

Leslie 

S
t
e
p
h
e
n

は
ゴ
ド
冲
シ
を
目
し
て
>
.
十
八
世 

亂
に
生
き
^
し
て
十
九
世
&

に
は
叩
た
注
き
殘
り
し
の 

み」

€
評
し
た
が
、
私
は
K
に
彼
は
ニ
十
世
紀
に
於
て 

甦
生
せ
る
も
の
^
言
ひ
度
い
o
Ei
よ
り
放
縱
不
•
«の
空 

想
的
情
感
よ
り
奔
出
せ
る
其
理
想
鄕
は
、
到
底
現
代
人 

0
其
儘
に
受
容
し
能
は
ざ
る
所
な
る
も
、
佝
因
襲
の
繫 

純
よ
6
逃
れ
て
新
«'
|
會
の
建
設
を
麵
^
す
る
熱
烈
な
る 

.革
命
的
精
神
は
:'
駸

々
た
る
科
學
的
進
步
及
び
經
濟
事 

情
の
發
展
ビ
相
呼
胤
し
て1,

層
合
理
的
な
る
各
派
の
社 

會
運
動
を
锻
出
せ
し
め
た
。
ゴ
ド
ヰ
ン
K
■
峙

し

マ 

ル
ナ
ス
の
主
張
せ
る
S
存
社
會
制
度
擁
護
の
論
據
は
到 

底
今
日
に
於
て
は
支
持
す
る
を
#
な
い
。

第

1

に
ゴ
ド
ヰ
ン
が
現
在
の
一
切
諸
感
を
部
ら
制
度 

組

織

.の

貴

に

歸

す

る

に
對
し

、

マ

ル

サ

ス

が全
然
個

人 

の

罪

に

歸

.す

る

見

解

の

芷

邪

は

の

「

®
本
^」

'

笫
汛
號
 

一o
aL



第

十

七

怨(

七
七
八)

雑

錄

「

人
口
輪」

批
列 

が
极
職
に
決
足
し
て
ゐ
る
。
資
本
主
義
社
會
に
特
有
な 

る

歷

史

的

人

ロ

法

則

の

：
爲

に

、

岛

然

的

人

|:
|

法

則

の

作
 

用
以
前
に
早
ぐ
勢
働
索
が
木
斷
の
不
安
に
脅
威
せ
ら
る 

、
«
、
即
ち
彼
等
め
，贫
窮
が
被
等
の
左
右
し
得
'る
以
外 

の
祉
會
的
揾
因
に
其
大
部
分
を
負
ふ
#

a
、
h多
数
の
人 

々
の
認
容
す
る
所
で
あ
る
。
 

..

第

二

に

右

と

關

聯し
て
マ
ル
サ
ス
が
道
德
的
抑
制
を 

貧
者
の
み
の
戒
卻
K

B
す
る
不
公
JH
、
及
，び
經
濟
的
に 

も
時

間
盼
に
も
品
性
を
淘

冶
す
る
餘
裕
無
さ
：彼
等
に
、 

之
を
强
請
す
る
の
不
可
能
：な
：る
所
以
も
亦
衆
目
の
：
一
致 

す
る
听
で
あ
る
：。

,
ハ

®
三
に
マ)

ナ
ス
：の
站
本
的
偷
现
觀
介
る
功
利
主
義 

15
學
に
照
應
す
る
も

、
：：
彼

れ

の

改

革

帝
認
論
は
當
然
崩 

©
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼

は「

最
大
多
歎」

7

る
觀 

念
よ
b

も
寧

ろ

「

避
大
幸
福
ド
Iな
る
觀
念
を
®
蛻
し
ノ 

;社
會
.主
_
的
社
像
に
於V

:

は

炙
歟
者
の
.平
.均
的
宰
福
を
ノ 

嫩
進
す
可
&
も
视
*

の
.
¥裕
漭
の
强
烈
^
6る
幸
福
，か
減

第
五
猇

1
〇
六

退
す
可
し
皮
の
論
槺
を
第
ーv

し
、
次
に
そ
れ
は
多
數

者
相
率
ぬ
て
窮
乏
に
陷
る
誘
因
た
る
可
し
ビ
の
論
據
を

笫
ニ
匕
し
て
、
飽
く
ま
で
も
革
新
論
議
を
拒
.

し
て
ゐ

.
る
"
乍
併

、
斯
の
如
き
は
下
層
階
級
尻
の
少
數
な
る
時

代
並
に
贫
當
の
懸
隔
の
輕
微
な
る
時
代
に
の
み
適
合
す

可
き
所
論
で
ぁ
る
'
現
代
は
却
つ
て「

最
大
幸
福」

な

る
観
念
ょ
り
も「

最
大
多
數」

な
る
觀
念
に
道
き
を
置

き
、
且
つ
少
數
富
，者
の
£

富
を
以
て
名
數
©
^
の
痛
苦

を
匡
救
す
る
の
が
、
：姑
息
で
は
ぁ
る
が
寧
み
功
利
の
®

-理
に
は
妥
つ
て
ゐ
る
他
方
に
.於
て
マ
ル
ナ
ス
は
何
等

.罪
惡
慘
禍
を
伸
は
ざ
る
肫
全
合
法
な
る
人
ロ
增
加
は
岛

ら
觀
迎
す
る
所
ど
爲
し
、
又
人
f:
f
の
刺
戟
に
甚
く
科
學

の
進
步
を
認
め
.て

ゐ

る
。
然

る

に

今

S
P

3
或
は

K
a
u
s
k
y

等
の
漿
咧
に
依
れ
ば
現
存
經
濟
組
織
は
科
學

:
の
權
威
の
圆
滿
な
る
發
揮
を
阻
害
し
、
且
つ
社
會
主
«

社
#

に
進
化
す
る
時
は
何
等
の
罪
.惡
慘
禍
を
a

中
に
、
 

匈
.つ
て
大
多
*

の
人
‘々

に
現
在
以
上
の
宰
1

を
1

與
し

s
1

j
i
!
I
\

i

)

i

つ
V

人
口
墙
洳
令
s

持
す
る
を
得
可
し
名
沄
ふ
の
で
あ 

る
°:
.然
ら
ば
羅
寛
fi
ft
の
資
本
主
義
經
濟
組
織
は
、

ri
p
 

極
的
意
味
に
於
て
は
名
ft
が
多
S

の
不
幸
を
甘
受
し
、 

積
極
的
意
味
に
於
て
は

一
層
多
»

の
人
々
^

|
層
多
®
 

の
幸
顧
を
給
付
し
得
る
可
能
的
機
#
を
故
意
に
逸
す
る 

も
の
で
あ
る
0

そ
は
.雨
而
.ょ
b
 
ニ
重
の
意
味
に
於
て
功 

:

利
の
原
：理
：、
即
ち
可
及
的
多
數
の
人
ロ
が
可
及
的
多
量 

の
：幸
：福
.を
享
受
す
る
^

以
て
'至
上
最
善
の
理
想
を
爲
す 

偷
理
觀
に
背
戾
す
る
:?
>
;®.
ざ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
隨
つ 

て
同
ブ
の
該
原
_

ょ
>
出
發
せ
る
マ
ル 

>
ヾ
ス
の
社
會
«
 

は
现
代
に
適
合
せ
ざ
る
：一
方
ゴ
ド
キ
ン
の
を

れ
は
傾
聽 

に
價
す
る
も
の
が
あ
る
。

.

最
.，■
に

其

是

非

の

批

判

は

，暫

く

措

い

て

"

今

日

無
政 

「

府
共
產
生
義
的
社
會
の
‘樹
立
を
邀
M
す
る
は
、

ゴ
ド
ヰ 

ン
ぞ
マ
ル
サ
ス
の
時
代
に
於
で
之
を
翹
望
す
る
程
に
架 

容
の
幻
想
で
は
無
い
。
純
正
マ
ル
ク
ス
學
派
の
嫡
流
、 

或
は
S
ら

之

を

標

捞

す

る

煎

流

が

、

政

府

無

き

其

.鹿
の 

笫

十

七

嵇(

七
七
九)

雜

錄

「

人
口
論」

㈣

刿

狀

態

を

究

竟

の

理

想v
>

爲

す

は

學

徒

の

调

知

す

る

所

で
 

ぁ
る
。
而
し
て
觅
に
此
絕
對
境
に
到
達
す
可
き
中
間
揩 

梯
た
る
集
產
主
義
的
祉
會
の
ー
變
態
が
"
或
る
者
に
は 

一
蛇
蝎
視
せ
ら
れ
或
る
者
に
は
祝
福
せ
ら
れ
つ
、
今
や
全 

(

世
界
環
視
の
中
に
勇
敢
な
る
試
練
の
門
途
に
上
代
る
は 

明
白
な
る
現
實
の
事
實
なS

で
ぁ
る
。
ゴ
ド
ヰ
ン
の
希 

求
す
る
如
>
理
想
鄕
は
人
口
独
則
の
作
用
に
侬
つ
て
三 

_十
年
を
出
で
^
し
て
倒
馈
す
可
し
ど
の
マ
ル
サ
ス
の
所 

說

は

K
a
u
s
k
y

興
他
の
科
學
的
攻
究
に
依
つ
て
®
切
ら 

れ
、
却

つ

て「

遥
遠
な
る
將
來
の
危
供
を
慮
h
vて
今
日 

人
類
に
利
■

有

る

制

度

を
敢
て
囘
避
す
る

は

迂
愚
の
極
 

み
な
り
.

J

皮
云
ふ
ゴ
ド
ヰ
ン
の
所

1

一一

n

は
數
多
の
共
鳴
者 

を
現
代
に
見
出
す
に
至
つ
た
。

乍
併
愛
に
銘
記
す
可
&
は
以
上
の
雛
述
は
、
畢
竟
マ 

k

サ
ス
が
現
存
社
會
制
度
を
恒
久
至
善
の
も
の
ど
着
做 

せ
る
黏
に
關
す
る
批
判
に
停
ま
る
事
で
あ
る
。

一
EL
堪 

察
を
彼
れ
の
入
口
の
原
理
其
物
に
轉
換
す
る
勝
は
、
私

第

玉

锶

ー
〇
七



•第
十
七
卷
へ
七
八
〇

v
.
離

.
錄

諶

督

敎
f

v

m馬
法
理
バ
 

- 

f
 
P 

|
〇
八

は
侬
然
そ
れ
が
赫
熘
:^
る
眞
1
を
包
含
せ
る
も
の
せ
思
る
論
斷
を
囘
避
し
度
い
？
思
ふ
。
蓋
レ
へ
性
は
所
轮
環 

,

惟
せ
ず
C
る
を
得
な
V
。
如
何
'に

驚

異

：に

價

す

る

物

質

文

境

の

支

配

を

.免
れ
ぬ
。
傲
に
現
存
社
會
制
度
の
下
に
* 

01
)

0
進
展
を
見
る
も
社
«
各
員
の
道
徳
的
尙
覺
の
協
カ
：

齪
す
る
人
間
の

®
腦
を
以：

て
、
當
來
社
會
に
於
る
人
間 

.無
しu

は
完
全
な
る
福
祉
^
享
樂
す
る
は
蓋
し
不
可
能
の
性
情
を
類
推
せ
ん
ご
欲
す
る
は
不
合
理
で
あ
る
か
ら 

で
あ
ら
ぅ
。
假
令
祉
會
主
義
社
會
に
於
て
も
人
ロ
が
生
一
で
あ
る
。
唯
だ
其
瞵
に
於
て
も
、
社
會
全
般
の
福
祉
の 

:

.

,存
資
料
を
凌
駕
し
て
增
加
す
可
5
潜
在
的
傾
向
は
、
必
爲
に
道
德
的
抑
制
が
決
し
て
蚤
然
無
用
の
說
法
に
歸
せ 

:

然
入
類
の
經
濟
的
發
遠
を
刺
戟
す
る

「

方
、
典
道
德
的
ざ
る
可
き
は
想
像
に
難
ぐ
な
い
。
而
し
て
其
然
る
限
り 

自
制
心
を
提
醒
す
る
所
の
カ
强
き
誘
因
.た

る

可

き

を

永

'「

人
口
論」

並
に
其

，著
者
の
名
辭
も
亦
永
久
に
傳
承
せ
ら 

久
に
改
め
な
い
で
あ
ら
3
0
'.
.
'
先

づ

ゴ

ド

^

ン

の

理

想

を

れ

る
で
あ
ら
ぅ
0
私
は
然
く
確
信
し
て
疑
は
ざ
る
も
の 

生
か
し
然
る
後
に
マ
ル
ナ
ス
の
說
話
に
聽
く 

0;.'
此

意

味

.'
で
あ
る
o (

完)

,

:じ

於
.て
現
代
は
往
雄
相
拮
抗
せ
.る
：兩
思
想
家
：の
精
»
に

':
]

{

|—

I

I

^
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 ̂
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基

督

敎

義

マ

」

羅

馬

法

0 8
2

)

V
」

路
を
見
出
さ
ん
^
す
る
倾
如
を
有
す
る
も
の
で
ば
あ
る

|

聖
ト
マ
ス
の
徴
利
論
に
關
マ
ろ
考
鉍
の
中——

'
然
ら
ば
假
に
社
會
主
篛
妣
會
の
實
現
を
想
定
し
て
" 

打

甘

M

三

*

:'
h

'
n
 ̂

-

な

冬

—
揮

を

期

待

し

得

可

き

や

否

や

ノ

私

は

是

に

關
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=
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l

洵
に
原
始
の
茈
督
敎
は
、
あ
ら
ゆ
る
智
識
的
礙
越
ゃ
、 

道
徳
的
優
越
や
、
W:
間
：的
礙
越
を
掀
せ
る
純
な
る
心
情 

の
裝
敎
で
め
っ
た
？
け
れ
ざ
，も
こ
れ
がg

羅
瑪
带
幽
崩 

懷
後
の
他
界
を
承
繼
しP

?

俗
界
の
支
配
權
を
も
、
侵
入 

蠻
族
の
間
に
自
然
に
赢
ち
得
る
や
ぅ
.に
な
.
つ
^

か
ら 

は
、
.
そ
ぅ
何
時
ま
で
も
他
界
主
義
を
持
す
る
心
け
に
は 

ゆ
か
な
か
っ
た
。
か
. 

< て
中
世
&

刺

の

目

的<£
:

す

る

.
 ̂

こ
ろ
ば
、
六
合
?e 

w
o
r
l
d
)
^

._.
«(clersical

s'
f

 gts) 

に
泰
仕
せ
し
む
る
0
あ
っ
た
。
敎

會

利

子

禁

.I
h

n

k6 

亦
こ
の
特
徴
を
見
る >

が
出
，來
る
6
,
而
し
て
敎
會
は 

そ
の
立
場
ょ
り
、
ひ
た
ぶ
る
，̂:
禁

1|
:
の
爲
^
寶
_
し
た 

の
で
あ
る
が
”
こ
れ
に
合
理
的
拨
助
を
與
え
た
の
：は
、

ス
.ノ
コ
ラ
哲
學
で
あ
つ
た
V 

. 

;

S

の
も
の
は
神
に
歸
じ
，
力
ィ
ゼ
ル
の
も
の
は
力
ィ 

ゼ
ル
に
歸
せ
ん
ど
し
た
K
瞥
敎
は
.
.ま
.た
哲
學V

J

も
他 

人
で
あ
っ
た
。
げ
に
哲
學
は
希
臘
の
病
氣
で
あ
る
:-
1
ァ 

一
ブ
ネ
^

エ
ル
サ
レ
ム
、

ァ
ヵ
デ
ミ
ー
ヾ
し
敎
會
、
異
a
者 

第
十
七
#

(

七
<

■:
:

■

雜

錄

热

督

教

義

.
と

羅

m

£
信
徒
ご
の
間
に
何
の
交
涉
が
あ
ら
ぅ
し
。
然
し
こ
の
排 

斥
は
ヽ
全
然
賞
徹
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
か
く
叫
ん
だ 

一
ブ
ジ
ト
ジ
ァ
：ヌ
ス
さ
え
も
、
全
然
哲
學
を
拾
て
た
の
で 

は
な
く
て
、
纏
て
f」

の
雨
#

は
‘

互
に
接
近
し
て
來
れ 

|

の
で
あ
つ
た
。
こ
の
表
れ
'か
所
謂
敎
父
哲
學
で
あ
る
U 
j

而
し
て
こ
の
間
、
敎
會
の
敎
義
は
漸
く
そ
の
體
を
成
し 

だ
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
出
來
上
つ
た
敎
籤
を
論
證
す
る 

|

の
は
、シ
次
に
出
れ
ス
コ
ラ
哲
學
の
任
務
で
あ
つ
た3

基 

一」

督
敎
的
哲
學
は
ス
コ
ラ
哲
學
•に
大
成
し
、

こ
れ
は
中
世 

一，：

の
哲
學
、
敎
會
の
*

問

S
な
，つ
た
の
で
あ
る
"
3

(

註
一)

以
上
の
記
述
は
主
ゼ
し
て
、

1 

o
. 

E
r
d
m
a
?
,

 A

 s*story 

I....... 

...of 

p
h
i】 osophy, 3 

vols., 

1 S9
3
;
o
eschicbite 

der 

p>li
0
50plr_e

j 

2

 

A
.

 

.1
9
0
0
;

安
倍
能
成
、
四
徉
宙
代
中
世
钳
學
史
、
各
ス
ri

ラ
哲 

.
■
,
學
の
條
か
蓼
考
し
た
り
。

.

A
q
u
i
n
o

 

の
伯
に
し
て 

L

'or
e
t
t
o

 

及

び
coa

l
e
a
t
r
s

 

の 

贝
f
e 
こ
る
、

L
o
u
d
o
l
f

 

の
子 

r
h
o
m
a
s

 

A
q
u
i
n
a
s

 

(
1
2

 

2
7
-
1
2
7
4
)

も
、

實
に
大
神
學
激
れ
る
の
か
れ
は
ら
、

ス
コ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
顿
學
で
あ
つ
れ
。
彼
に
於
て
傲
高
な

妹
理
.
;:
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;
.
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